
Ｇ
７
開
幕
、
市
場
安
定
議
論

残
念
で
遺
憾
だ
」
と
し
、
経

緯
の
説
明
を
求
め
た
。
渡
辺

氏
か
ら
は
、
首
相
と
加
計
氏

の
面
会
に
関
す
る
内
容
以
外

に
誤
っ
た
情
報
は
伝
え
て
い

な
い
と
説
明
を
受
け
た
と
い

う
。
学
園
の
対
応
に
不
信
感

を
強
め
る
中
村
時
広
知
事
は

台
湾
出
張
の
た
め
不
在
だ
っ

た
。

　

学
園
側
は
同
日
午
後
、
今

治
市
役
所
も
訪
れ
る
。

　

愛
媛
県
が
国
会
に
提
出

し
た
新
文
書
は
、
学
園
関
係

者
か
ら
受
け
た
報
告
と
し

て
、
安
倍
首
相
が
１
５
年
２

月
２
５
日
に
加
計
氏
と
面
会

し
、
首
相
が
「
そ
う
い
う
新

し
い
獣
医
大
学
の
考
え
は
い

い
ね
」
と
発
言
し
た
と
記
載

し
て
い
た
。

　

学
園
は
５
月
２
６
日
、
報

道
機
関
宛
て
に
フ
ァ
ク
ス
で

「
実
際
に
は
な
か
っ
た
総
理

と
理
事
長
の
面
会
を
引
き
合

い
に
出
し
、
県
と
市
に
誤
っ

　
【
ウ
ィ
ス
ラ
ー
（
カ
ナ
ダ
）
共
同
】
麻
生
太
郎
財
務
相
は
５
月
３
１
日
午
後
（
日

本
時
間
６
月
１
日
午
前
）、
訪
問
先
の
カ
ナ
ダ
西
部
ウ
ィ
ス
ラ
ー
で
ム
ニ
ュ
ー
シ
ン

米
財
務
長
官
と
会
談
し
た
。
米
鉄
鋼
輸
入
制
限
の
対
象
か
ら
日
本
を
恒
久
的
に
除

外
す
る
よ
う
要
請
。
検
討
中
の
自
動
車
輸
入
制
限
も
自
制
を
強
く
求
め
た
。
同
行

筋
が
明
ら
か
に
し
た
。
他
方
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
問
題
を
巡
っ
て
は

連
携
し
、
経
済
的
な
「
最
大
限
の
圧
力
」
を
加
え
続
け
る
こ
と
で
一
致
し
た
。

上
げ
が
引
き
金
と
な
っ
た
新

興
国
の
通
貨
安
へ
の
対
処
を

協
議
す
る
。
テ
ロ
資
金
へ
の

悪
用
が
懸
念
さ
れ
る
仮
想
通

貨
の
規
制
強
化
も
話
し
合

う
。

麻
生
氏
、
対
北
圧
力
で
連
携

　

渡
辺
氏
の
説
明
で
首
相
と

加
計
氏
の
面
会
が
虚
偽
だ
っ

た
と
直
ち
に
証
明
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
野
党
は
交
渉

経
過
に
関
し
引
き
続
き
追
及

し
て
い
く
方
針
だ
。

　

渡
辺
氏
は
、
県
側
と
面
談

で
「
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
、

誠
に
申
し
訳
な
い
」と
謝
罪
。

応
対
し
た
愛
媛
県
の
西
本
牧

史
企
画
振
興
部
長
は
「
県
に

対
し
て
誤
っ
た
情
報
を
伝
え

て
い
た
の
は
非
常
に
重
大
。

　
【
共
同
】
愛
媛
県
今
治
市

に
新
設
さ
れ
た
学
校
法
人

「
加
計
学
園
」（
岡
山
市
）
の

獣
医
学
部
を
巡
り
、
学
園
の

渡
辺
良
人
事
務
局
長
が
３
１

日
、
県
庁
を
訪
問
し
、
安
倍

晋
三
首
相
が
２
０
１
５
年
２

月
に
加
計
孝
太
郎
理
事
長
と

面
会
し
た
と
す
る
県
の
新
文

書
の
記
載
内
容
に
関
し
「
獣

医
学
部
を
何
と
か
形
に
し
た

く
て
、私
が
（
面
会
し
た
と
）

言
っ
た
の
だ
と
思
う
。（
面

会
は
）
な
か
っ
た
」
と
語
っ

た
。
県
側
と
の
面
談
後
、
記

者
団
に
語
っ
た
。

愛
媛
県
に
謝
罪
、
野
党
追
及
へ

取
る
よ
う
求
め
た
。

　

中
国
に
よ
る
新
興
国
援
助

の
無
秩
序
な
拡
大
な
ど
に
関

し
、
改
革
を
求
め
る
こ
と
で

一
致
。
米
国
に
よ
る
対
イ
ラ

ン
経
済
制
裁
の
再
開
で
は
、

日
本
企
業
に
悪
影
響
が
出
な

い
よ
う
配
慮
を
促
し
た
。

　

Ｇ
７
会
議
は
２
日
昼
（
日

本
時
間
３
日
朝
）
ま
で
。
議

長
国
カ
ナ
ダ
の
モ
ル
ノ
ー
財

務
相
は
開
幕
前
の
記
者
会
見

で
、
保
護
主
義
的
な
米
政
策

を
「
真
っ
先
に
議
論
す
る
」

と
強
調
し
た
。
日
本
か
ら
は

黒
田
東
彦
日
銀
総
裁
も
出
席

し
、
記
者
団
に
「
保
護
主
義

は
好
ま
し
く
な
い
。
米
国
側

に
（
各
国
の
）
懸
念
は
伝
わ

る
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

　

イ
タ
リ
ア
な
ど
南
欧
諸
国

の
政
治
不
安
に
伴
う
為
替
・

国
債
市
場
の
緊
張
や
、
米
利

愛媛県庁を訪れ、西本牧史企画振興部長（手前右）らに謝罪する加計
学園の渡辺良人事務局長（奥右）ら＝３１日午前（共同）

米輸入制限の自制要求

高
さ
７
０
メ
ー
ト

ル
ま
で
溶
岩
噴
出

米
ハ
ワ
イ
で
噴
火
続
く

迷
惑
掛
け
た
と
事
務
局
長

首
相
・
加
計
面
会
「
言
っ
た
」

た
情
報
を
与
え
て
し
ま
っ

た
」と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
。

中
村
知
事
は
、
学
園
側
か
ら

羽
生
選
手
に
国
民
栄
誉
賞
決
定

フィ
ギ
ュ
ア
五
輪
２
連
覇

Ｇ
７
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
の
会
場
に
入
る
麻

生
財
務
相
＝
５
月
３
１
日
、
カ
ナ
ダ
西
部
ウ
ィ
ス
ラ
ー

（
共
同
）

大
手
企
業
が
就
活
面
接
解
禁

人
手
不
足
で
学
生
優
位

る
こ
と
を
決
め
た
。
授
与

式
は
７
月
２
日
に
官
邸
で
行

う
。
個
人
と
し
て
は
最
年
少

の
受
賞
で
、
ス
ケ
ー
ト
界
か

ら
は
初
め
て
。

　

羽
生
選
手
は
日
本
ス
ケ
ー

ト
連
盟
を
通
じ
て
「
大
変
名

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
身

に
余
る
光
栄
。
こ
の
賞
が
被

災
地
や
ス
ケ
ー
ト
界
に
と
っ

て
明
る
い
光
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
の
コ
メ
ン

ト
を
発
表
し
た
。

　

記
者
会
見
で
授
与
を
発

表
し
た
菅
義
偉
官
房
長
官

は
「
世
界
の
歴
史
に
残
る
快

挙
を
成
し
遂
げ
、
多
く
の
国

民
に
夢
と
感
動
を
、
社
会
に

明
る
い
希
望
と
勇
気
を
与
え

た
」
と
理
由
を
説
明
し
た
。

　

羽
生
選
手
は
２
０
１
４
年

ソ
チ
五
輪
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
日

　
【
共
同
】
２
０
１
９
年
春

に
卒
業
を
予
定
す
る
大
学
生

ら
が
対
象
の
就
職
活
動
は
１

日
、
大
手
企
業
に
よ
る
面
接

が
解
禁
さ
れ
、
ヤ
マ
場
を
迎

え
た
。
企
業
側
は
、
人
手
不

足
を
背
景
に
採
用
に
前
向
き

な
姿
勢
を
見
せ
て
お
り
、
学

生
優
位
の
「
売
り
手
市
場
」

が
続
く
。

　

働
き
方
改
革
が
話
題
に
な

る
中
、
企
業
を
選
ぶ
基
準
と

し
て
残
業
時
間
の
少
な
さ
や

育
児
支
援
策
を
重
視
す
る
学

生
が
増
え
た
の
も
特
徴
だ
。

　

麻
生
氏
は
会
談
で
、鉄
鋼
・

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
輸
入
制
限

に
関
し
「（
米
国
が
理
由
と

す
る
）
安
全
保
障
上
の
懸
念

は
な
い
」
と
主
張
。
自
動
車

で
も
日
本
メ
ー
カ
ー
が
対
米

投
資
を
増
や
し
て
き
た
努
力

を
評
価
し
、
冷
静
な
対
応
を

　

会
談
後
に
は
日
米
欧
の
先

進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
財
務

相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
が

現
地
で
開
幕
し
た
。
激
し
さ

を
増
す
貿
易
摩
擦
の
緩
和
に

加
え
、
イ
タ
リ
ア
政
局
混
迷

で
動
揺
し
た
市
場
の
安
定
化

が
議
題
と
な
っ
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
＝

丹
羽
祐
二
】
ポ
ン
ペ
オ
米
国

務
長
官
は
５
月
３
１
日
、
北

朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党

委
員
長
の
側
近
、
金
英
哲
党

副
委
員
長
が
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
に
宛
て
た
金
正
恩
氏

の
親
書
を
携
え
て
米
首
都
ワ

シ
ン
ト
ン
を
訪
問
す
る
と
明

ら
か
に
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏

と
会
談
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
ポ
ン
ペ
オ
氏
は
、
北
朝

鮮
の
非
核
化
手
順
が
最
大
の

焦
点
と
な
る
米
朝
首
脳
会
談

の
実
現
へ
「
正
し
い
方
向
に

進
ん
で
お
り
、
大
き
な
前
進

が
あ
っ
た
」
と
明
言
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
金
英
哲
氏

と
会
談
し
た
後
の
記
者
会
見

で
語
っ
た
。

　

史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談

が
実
現
す
る
公
算
が
大
き
く

な
っ
た
。
米
政
府
当
局
者
に

よ
る
と
、
金
英
哲
氏
は
１
日

に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
訪
れ

る
予
定
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、

ロ
イ
タ
ー
通
信
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「
親
書
を
読
む
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　

金
正
恩
氏
は
５
月
３
１

日
、
訪
朝
し
た
ロ
シ
ア
の
ラ

ブ
ロ
フ
外
相
と
の
会
談
で
、

朝
鮮
半
島
非
核
化
へ
の
意
志

に
「
変
化
は
な
く
、
一
貫
し

て
強
固
だ
」
と
強
調
し
た
。

り
、
関
心
の
高
さ
を
実
感
し

て
い
る
」
と
話
し
た
。

　

経
団
連
に
加
盟
し
て
い
る

主
要
企
業
が
こ
の
日
、
一
斉

に
面
接
を
実
施
。
東
京
駅
近

く
の
三
菱
商
事
で
は
、
午
前

９
時
す
ぎ
か
ら
受
け
付
け
を

待
つ
学
生
が
長
い
列
を
作
っ

た
。
面
接
を
終
え
た
慶
応
大

４
年
の
男
子
学
生
（
２
３
）

は
「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
緊
張
し

た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
働
き

た
い
と
い
う
志
望
動
機
は

し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
た
と
思

う
。
自
己
評
価
は
８
０
点
」

と
、
ほ
っ
と
し
た
様
子
。
東

大
の
男
子
学
生
（
２
５
）
は

「
将
来
結
婚
し
た
ら
育
児
に

参
加
し
た
い
。
男
性
も
家
庭

と
仕
事
を
両
立
で
き
る
よ
う

な
働
き
方
を
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

ア
サ
ヒ
飲
料
の
面
接
を

終
え
た
東
大
院
生
の
女
性

（
２
４
）
は
「
１
社
も
受
か

ら
な
い
と
い
う
不
安
は
な
い

が
、や
は
り
本
命
は
狭
き
門
。

気
を
引
き
締
め
て
挑
み
た

い
」と
厳
し
い
表
情
だ
っ
た
。

　

経
団
連
の
採
用
選
考
に
関

す
る
指
針
で
は
、
会
社
説
明

会
が
３
月
１
日
、
面
接
や
筆

記
試
験
な
ど
の
選
考
活
動
は

６
月
１
日
、
正
式
な
内
定
は

１
０
月
１
日
の
解
禁
と
定
め

て
い
る
。
３
年
続
け
て
同
じ

日
程
だ
。

　

た
だ
、
企
業
に
と
っ
て
望

ま
し
い
人
材
を
確
保
す
る
狙

い
で
、
６
月
１
日
ま
で
に
水

面
下
で
選
考
を
開
始
し
、
事

実
上
の
内
定
を
出
す
例
が
相

次
い
で
い
る
と
み
ら
れ
る
。

指
針
の
形
骸
化
を
指
摘
す
る

声
も
上
が
っ
て
い
る
。

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
は
大
阪
市

の
本
社
で
面
接
を
実
施
し

た
。
第
１
志
望
と
い
う
同
志

社
大
４
年
生
の
男
子
学
生

（
２
２
）
は
「
Ｉ
Ｔ
系
の
企

業
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
て
就

活
を
終
え
た
友
人
も
い
る
。

自
分
の
本
番
は
今
日
か
ら
な

の
で
焦
っ
て
い
る
」
と
話
し

た
。

正
恩
氏
側
近
、
大
統
領
会
談
も

親
書
携
え
米
首
都
へ

　
【
ホ
ノ
ル
ル
共
同
】
５
月

３
日
か
ら
噴
火
が
始
ま
っ
た

米
ハ
ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
島
の
キ

ラ
ウ
エ
ア
火
山
で
３
１
日
、

亀
裂
か
ら
高
さ
約
７
０
メ
ー

ト
ル
ま
で
噴
き
上
げ
る
溶
岩

が
確
認
さ
れ
、
溶
岩
流
の
流

出
地
域
も
広
が
る
な
ど
活
発

な
活
動
が
続
い
た
こ
と
を
受

け
、
当
局
は
立
ち
入
り
禁
止

区
域
を
拡
大
し
、
住
民
ら
に

新
た
な
退
避
勧
告
を
出
し

た
。

　

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

こ
れ
ま
で
に
１
２
０
以
上
の

住
宅
や
建
物
が
溶
岩
流
の
被

害
を
受
け
、
約
２
５
０
０
人

の
住
民
が
避
難
。
在
ホ
ノ
ル

ル
日
本
総
領
事
館
も
、
現
地

邦
人
や
日
本
か
ら
の
観
光
客

本
男
子
初
の
金
メ
ダ
ル
。
昨

年
１
１
月
に
右
足
首
に
大
け

が
を
負
っ
た
が
復
活
し
、
２

月
の
平
昌
五
輪
は
フ
リ
ー
で

４
度
の
４
回
転
ジ
ャ
ン
プ
を

飛
ぶ
渾
身
の
演
技
で
再
び
金

メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。
フ
ィ

ギ
ュ
ア
男
子
の
五
輪
２
連
覇

は
６
６
年
ぶ
り
の
快
挙
だ
っ

た
。

　

４
歳
で
ス
ケ
ー
ト
を
始

め
、
１
１
年
に
は
出
身
地
の

仙
台
市
の
リ
ン
ク
で
練
習
中

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

て
避
難
生
活
を
送
っ
た
経
験

が
あ
る
。
苦
難
を
乗
り
越
え

た
偉
業
が
国
民
に
感
動
を
与

え
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
。

４
月
２
２
日
に
仙
台
市
で
行

わ
れ
た
祝
賀
パ
レ
ー
ド
で
は

市
民
や
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

フ
ァ
ン
ら
１
０
万
８
千
人

謝
罪
が
な
い
こ
と
に
「
あ
り

得
な
い
」
と
批
判
し
た
。

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
１
日
、
韓
国
・
平
昌
冬
季

五
輪
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
男
子
で
２
大
会
連
続
の
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
羽
生
結

弦
選
手
（
２
３
）
＝
Ａ
Ｎ
Ａ

＝
に
国
民
栄
誉
賞
を
授
与
す

三菱商事の採用面接のため、受付
に並ぶ学生ら＝１日午前、東京都千
代田区（共同）

一
方
、
段
階
的
解
決
の
必

要
性
に
も
言
及
、
米
側
が
求

め
る
短
期
間
で
の
完
全
非
核

化
と
の
溝
も
依
然
残
っ
て
い

る
。

　

北
朝
鮮
指
導
部
の
要
人
と

現
職
米
大
統
領
の
会
談
が
実

現
す
れ
ば
、
２
０
０
０
年

１
０
月
に
ク
リ
ン
ト
ン
大
統

領
（
当
時
）
と
会
談
し
た
趙

明
禄
国
防
委
員
会
第
１
副
委

員
長
（
当
時
、故
人
）
以
来
、

約
１
８
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

５
月
３
０
日
の
夕
食
会
に

続
い
て
３
１
日
午
前
も
金
英

哲
氏
と
約
２
時
間
半
協
議
し

た
ポ
ン
ペ
オ
氏
は
記
者
会
見

で
、
北
朝
鮮
核
問
題
を
巡
り

米
朝
が
合
意
を
結
ぶ
に
は
、

日
韓
の
同
意
が
前
提
に
な
る

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

ポ
ン
ペ
オ
氏
は
、
首
脳
会

談
が
実
現
す
れ
ば
、
米
朝
関

係
が
「
平
和
と
繁
栄
と
安
全

の
た
め
の
新
た
な
時
代
に
向

か
う
歴
史
的
な
幕
開
け
」
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
語
っ

た
。
同
時
に
「
や
る
べ
き
こ

と
は
ま
だ
多
い
」
と
も
強
調

し
た
。

　

金
英
哲
氏
の
ワ
シ
ン
ト
ン

訪
問
に
よ
っ
て
、
首
脳
会
談

の
日
程
や
場
所
が
当
初
予
定

し
て
い
た
６
月
１
２
日
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
開
催
で
固
ま
る

か
ど
う
か
は「
分
か
ら
な
い
」

と
慎
重
な
見
方
を
示
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
非
核
化
を
巡
り

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ロ
イ
タ
ー
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
１
、２

回
の
会
談
で
合
意
に
は
至
ら

な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

（
主
催
者
発
表
）
が
沿
道
を

埋
め
尽
く
し
た
。

　

首
相
が
授
与
検
討
を
指
示

し
た
と
、
菅
氏
が
３
月
２
日

に
発
表
し
て
い
た
。

　

国
民
栄
誉
賞
は
１
９
７
７

年
に
創
設
。
こ
れ
ま
で
に
芸

能
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
分
野
で
功
績
を
上
げ
た

２
６
の
個
人
・
団
体
が
受
賞

し
て
い
る
。
五
輪
金
メ
ダ
リ

ス
ト
で
は
柔
道
の
山
下
泰
裕

氏
、
陸
上
マ
ラ
ソ
ン
の
高
橋

尚
子
さ
ん
、
レ
ス
リ
ン
グ
の

吉
田
沙
保
里
（
至
学
館
大

職
）
伊
調
馨
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

両
選
手
に
授
与
さ
れ
て
い
る

が
、
冬
季
五
輪
で
は
羽
生
選

手
が
初
と
な
る
。

平昌冬季五輪フィギュアスケート
男子で、金メダルを手に笑顔の
羽生結弦選手＝２月１７日、韓国・
平昌（共同）

に
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　

キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
は
世
界

最
大
級
の
活
火
山
。
当
局
は

さ
ら
に
爆
発
的
噴
火
が
起
き

る
恐
れ
が
あ
る
と
警
戒
を
強

化
し
て
い
る
ほ
か
、
海
に
流

れ
込
ん
だ
溶
岩
の
影
響
で
発

生
す
る
大
気
汚
染
に
懸
念
を

強
め
て
い
る
。

噴
火
を
続
け
る
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
か
ら
道
路
に
流
れ
る

溶
岩
流
＝
５
月
３
１
日
、
米
ハ
ワ
イ
島
（
米
地
質
調
査

所
提
供
・
共
同
）

ア
サ
ヒ
飲
料
の
人
事
総
務
部

の
森
裕
佳
子
さ
ん
は
「
最
近

は
男
子
学
生
か
ら
も
育
児
支

援
な
ど
の
質
問
が
増
え
て
お
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医
療
や
教
育
関
係
予
算
も
削
減
へ

一
蹴
し
た
。

　

さ
ら
に
、
陸
軍
予
備
役
大

将
の
ジ
ョ
ア
キ
ム
・
シ
ウ

ヴ
ァ
・
エ
・
ル
ナ
国
防
相
も

「
軍
は
１
０
０
％
法
に
従
が

う
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
内

部
に
は
そ
の
よ
う
な
反
乱
の

兆
候
さ
え
な
い
」と
発
言
し
、

軍
事
介
入
を
求
め
る
声
に
不

快
感
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
最
高
裁
の
カ
ル
メ

ン
・
ル
シ
ア
長
官
も
５
月

３
０
日
、「
民
主
主
義
こ
そ

唯
一
の
合
法
的
な
解
決
方

法
」
だ
と
し
て
、
軍
事
介
入

を
強
く
否
定
し
た
。

　

ま
た
、
右
翼
の
国
民
に
強

い
支
持
を
受
け
て
い
た
人
た

ち
も
、
軍
事
介
入
に
批
判
的

だ
。
４
月
に
ル
ー
ラ
元
大
統

領
へ
の
人
身
保
護
令
適
用
か

否
か
の
際
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
強
く
反
対
し
、
脅
し
を
か

け
る
よ
う
な
発
言
を
し
た
と

解
釈
さ
れ
た
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
・
ヴ
ィ
ラ
・
ロ
ボ
ス
陸
軍

司
令
官
は
、
今
回
の
ト
ラ
ッ

　
【
既
報
関
連
】
５
月
２
１
日
に
始
ま
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
に
よ
る
ス
ト
は
、
週

明
け
と
共
に
徐
々
に
収
束
し
始
め
、
ス
ト
開
始
か
ら
１
１
日
目
の
５
月
３
１
日
に

は
政
府
に
よ
る
事
実
上
の
終
結
宣
言
も
出
た
。
聖
州
で
続
い
て
い
た
サ
ン
ト
ス
港

に
つ
な
が
る
道
路
の
封
鎖
も
６
月
１
日
午
前
０
時
に
は
解
除
さ
れ
た
が
、
連
邦
政

府
が
約
束
し
た
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
０
・４
６
レ
ア
ル
の
値
下
げ
」

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
財
源
確
保
の
道
の
り
は
険
し
い
と
、
５
月
３
１
日
、
６
月

１
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

出
業
者
へ
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｃ
ｏ

ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
課
税
率
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
事
で
埋
め
合

わ
せ
、
８
億
３
千
万
レ
は
、

３
９
産
業
部
門
の
社
会
保
障

費
納
入
優
遇
措
置
撤
廃
で
埋

め
合
わ
せ
る
。

　

下
院
と
上
院
が
認
め
た
同

措
置
撤
廃
は
２
８
部
門
だ
っ

た
が
、
大
統
領
が
裁
可
す
る

時
点
で
、
飲
料
部
門
、
化
学

工
業
部
門
を
含
む
１
１
部
門

に
対
す
る
優
遇
措
置
維
持
に

拒
否
権
を
行
使
し
た
た
め
、

３
９
部
門
の
優
遇
措
置
撤
廃

と
な
っ
た
。

　

０
・３
０
レ
分
の
値
下
げ
の

た
め
の
財
源
（
約
９
５
億
レ
）

は
、
補
正
予
算
（
予
備
費
）

か
ら
の
６
２
億
レ
供
出
の

他
、
国
内
各
公
社
へ
の
資
本

金
注
入
用
の
予
算
カ
ッ
ト
で

２
１
億
レ
を
捻
出
。
さ
ら
に
、

道
路
整
備
な
ど
の
陸
運
関

連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
３
・
７
億

レ
）、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
（
１
・３
億
レ
）

大
学
教
育
（
０
・
５
億
レ
）

各
予
算
の
他
に
、
１
０
０
万

レ
ア
ル
単
位
の
薬
物
汚
染
対

策
費
や
、
連
邦
道
路
警
備
費

ま
で
削
減
す
る
こ
と
で
、
や
っ

　

週
を
明
け
た
こ
ろ
は
依
然

と
し
て
国
民
も
熱
烈
に
支
持

し
て
い
た
は
ず
の
ト
ラ
ッ
ク

ス
ト
は
、
５
月
３
１
日
の
祝

日
前
に
は
急
速
に
勢
い
を
落

と
し
、
今
と
な
っ
て
は
あ
れ

が
嘘
の
よ
う
に
、
急
速
に
熱

気
が
冷
め
て
い
る
。
そ
れ
も

ひ
と
え
に
、
国
民
の
純
粋
な

と
ひ
ね
り
出
す
と
い
う
。

　

６
月
１
日
か
ら
７
月
末
ま

で
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
の
精
油

所
価
格
は
、
２
・
０
３
１
６

レ
ア
ル
／
リ
ッ
ト
ル
と
定
め

ら
れ
た
。
値
引
き
分
が
販
売

価
格
に
反
映
さ
れ
る
の
は
２

日
以
降
の
見
込
み
で
、
エ
リ

ゼ
ウ
・
パ
ジ
ー
リ
ャ
官
房
長

官
は
、
販
売
業
者
に
５
月

２
１
日
現
在
の
価
格
と
新
価

格
を
明
示
す
る
よ
う
要
請
。

引
き
下
げ
ら
れ
た
分
を
消
費

者
価
格
に
反
映
さ
せ
な
い
販

売
業
者
に
は
厳
し
い
態
度
で

臨
む
と
し
て
い
る
。
だ
が
、

販
売
業
者
の
団
体
Ｐ
ｌ
ｕ
ｒ

ａ
ｌ
は
、
消
費
者
価
格
に
反

映
さ
せ
ら
れ
る
の
は
０
・
４
１

レ
だ
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
連
邦
政
府
は
ス
ト

開
始
数
日
後
か
ら
、
企
業
家

燃
料
値
下
げ
実
現
に
大
き
な
代
償

ク
ス
ト
に
関
し
、「
平
和
的

な
解
決
を
望
む
」
と
だ
け
発

言
し
、
軍
事
介
入
に
否
定
的

態
度
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
、
福
音
派
寄

り
の
保
守
的
な
発
言
で
知
ら

れ
、
右
翼
の
人
か
ら
「
右
翼

姫
」
と
ま
で
称
さ
れ
て
い
る

Ｓ
Ｂ
Ｔ
局
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
の
ラ
ケ
ル
・
シ
ェ
へ
ラ

ザ
ー
デ
氏
も
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
通
じ
て
今
回
の
ス
ト

め
た
り
、
運
転
手
を
な
か
ば

誘
拐
し
て
ス
ト
に
強
行
参
加

さ
せ
た
り
し
て
い
た
事
実
は

５
月
３
１
日
付
、
１
日
付
本

紙
で
も
報
じ
た
が
、
こ
の
行

為
に
批
判
的
な
見
解
が
相
次

い
で
い
る
。

　

５
月
２
９
日
、
大
統
領
府

治
安
局
長
の
セ
ル
ジ
オ
・
エ

チ
ゴ
エ
ン
陸
軍
大
将
は
、
軍

事
介
入
に
つ
い
て
聞
か
れ
、

「
前
世
紀
の
話
だ
」
と
し
て

　

５
月
２
８
日
に
大
き
く
報

じ
ら
れ
は
じ
め
、
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
の
ス
ト
を
弱
め
る
契

機
に
も
な
っ
た
、
一
部
過
激

派
に
よ
る
「
軍
事
介
入
」「
連

邦
政
府
打
倒
」
の
叫
び
は
波

紋
を
広
げ
、
各
方
面
で
批
判

が
強
ま
っ
て
い
る
。
５
月

３
１
日
付
伯
字
紙
な
ど
が
報

じ
て
い
る
。

　

政
治
団
体
の
極
右
分
子
が

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
ふ
り
を

し
て
ス
ト
に
ま
ぎ
れ
込
み
、

連
邦
政
府
へ
の
直
接
要
求
と

は
無
関
係
な
軍
事
介
入
を
求

軍
関
係
者
は
む
し
ろ
遵
法
強
調

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
総
裁
が
辞
任

「
右
翼
の
英
雄
」ら
も
続
々
否
定
へ

を
「
た
だ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」

と
語
り
、
国
の
混
乱
に
つ
い

て
「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
よ
う
な

国
に
な
り
た
い
の
か
」
と
強

い
口
調
で
批
判
し
た
。

　

ジ
ウ
マ
大
統
領
罷
免
の
際

の
抗
議
活
動
で
有
名
に
な
っ

た
ブ
ラ
ジ
ル
民
主
運
動
（
Ｍ

Ｂ
Ｌ
）
の
リ
ー
ダ
ー
、
キ
ム
・

カ
タ
ギ
リ
氏
も
、
Ｍ
Ｂ
Ｌ
を

今
回
の
ス
ト
に
後
押
し
さ
せ

ず
、
沈
黙
し
て
い
た
と
し
て

右
派
の
人
々
か
ら
批
判
を
受

け
た
後
、「
こ
れ
で
は
レ
ー

ガ
ン
と
い
う
よ
り
ス
タ
ー
リ

ン
だ
」
と
発
言
し
、
今
回
の

ス
ト
を
批
判
し
た
。

　

こ
の
流
れ
を
受
け
た
後
、

極
右
大
統
領
候
補
の
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

５
月
３
１
日
、
リ
オ
で
行
わ

れ
た
「
イ
エ
ス
の
行
進
」
に

参
加
し
た
際
、「
私
は
軍
事

介
入
を
支
持
し
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
」
と
宣
言
し
た
。

　

５
月
３
１
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
は
５
月
３
０
日
ま
で
に

判
明
し
て
い
る
損
害
総
額
を

７
５
０
億
レ
と
概
算
し
て
い

る
が
、
未
算
出
の
損
害
や
、

今
後
判
明
す
る
損
害
を
含
め

る
と
被
害
額
は
大
幅
に
拡
大

す
る
と
報
じ
て
い
る
。

　

政
府
が
最
も
頭
を
悩
ま
し

た
の
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
値

下
げ
の
財
源
確
保
だ
。「
０
・

４
６
レ
値
下
げ
」
は
、デ
ィ
ー

ゼ
ル
油
販
売
時
に
か
か
っ
て
い

た
諸
税
、
経
済
支
配
介
入
納

付
金
（
Ｃ
ｉ
ｄ
ｅ
）、
社
会

統
合
基
金
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）
／
社

会
保
険
融
資
納
付
金
（
Ｃ
ｏ

ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
）
を
免
除
す
る
こ

と
で
実
現
す
る
。

　

そ
の
内
の
０
・
１
６
レ

分
（
約
４
０
億
レ
）
の
財

源
は
税
収
増
で
確
保
す
る
。

２
２
億
７
千
万
レ
分
は
、
輸

５月２９日のリオでのストの様子（Tomaz Silva/Ag Brasil）

燃料不足パニックは徐々に収まりつつあるが、政府には重い課題が残された。
（参考画像・Paulo Pinto/Fotos Publicas）

値下げは１日から７月末まで

主
導
の
ス
ト
（
ロ
ッ
カ
ウ
テ
と

呼
ば
れ
る
違
法
行
為
）
の
可

能
性
を
指
摘
し
て
い
た
。
ス

ト
終
結
後
も
ロ
ッ
カ
ウ
テ
関

連
捜
査
は
５
４
件
続
け
ら
れ

て
お
り
、
５
月
３
１
日
に
は

南
大
河
州
で
第
１
号
の
逮
捕

者
が
出
て
い
る
。

燃
料
値
上
げ
反
対
の
気
持
ち

を
裏
切
っ
た
過
激
派
な
ど
、

ス
ト
を
利
用
し
た
人
た
ち
の

せ
い
だ
。
あ
と
に
残
っ
た
の

は
、
僅
か
ば
か
り
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
油
の
値
下
げ
と
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
犠
牲
と

な
っ
た
政
府
の
保
健
や
教
育

部
門
な
ど
へ
の
予
算
削
減
、

さ
ら
に
賞
味
期
限
が
過
ぎ
た

り
し
て
無
駄
に
な
っ
た
大
量

の
食
品
な
ど
な
ど
だ
。
ネ
ッ

ト
で
は
「
ス
ト
を
敵
視
す
る

報
道
は
嘘
」
な
ど
の
風
潮
ま

で
流
れ
て
い
た
が
、
そ
の
盲

目
的
な
姿
勢
ゆ
え
に
何
が
起

き
た
か
。
今
後
が
問
わ
れ
る

一
件
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ス
ト
の
混
乱
も
か
な
り
収

ま
っ
た
５
月
３
１
日
、
聖
市

で
は
毎
年
恒
例
の
「
イ
エ

ス
の
行
進
」
が
行
わ
れ
、
主

催
者
発
表
で
約
２
０
０
万
人

が
集
ま
る
盛
況
振
り
を
示
し

た
。
喧
騒
が
ひ
と
段
落
し
た

後
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大

き
な
混
乱
も
な
く
、
無
事
に

終
わ
っ
た
。
こ
の
場
に
は
ブ

ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
聖
市

市
長
や
、
こ
の
１
０
月
に
聖

州
知
事
選
を
争
う
現
職
の
マ

ル
シ
オ
・
フ
ラ
ン
サ
知
事
と

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
前
聖
市

市
長
も
か
け
つ
け
、
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

５
月
３
０
日
の
サ
ッ
カ
ー

の
全
国
選
手
権
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
は
本
拠
地
モ
ル
ン
ビ
で
の

対
ボ
タ
フ
ォ
ゴ
戦
を
３
―
２

で
勝
利
。
こ
れ
に
よ
り
、
実

に
３
年
ぶ
り
と
な
る
、
同
選

手
権
首
位
に
立
っ
た
。だ
が
、

そ
れ
は
わ
ず
か
１
日
の
話

で
、
翌
日
に
は
フ
ラ
メ
ン
ゴ

が
首
位
を
奪
い
返
し
た
。
ま

た
、
カ
リ
ー
レ
監
督
を
移
籍

で
失
っ
た
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス

は
、
そ
れ
で
も
崩
れ
る
こ
と

な
く
勝
利
を
収
め
、
現
時
点

で
３
位
を
キ
ー
プ
だ
。

　
【
既
報
関
連
】
聖
州
中
央

部
の
ラ
ル
ゴ
・
ド
・
パ
イ
サ

ン
ド
ゥ
で
起
き
た
ビ
ル
火
災

か
ら
一
月
を
経
た
が
、
現
場

前
に
は
１
０
０
以
上
の
テ
ン

ト
が
並
び
、
被
災
者
達
が
困

窮
し
て
い
る
と
１
日
付
伯
字

紙
や
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　
「
ガ
ラ
ス
の
ビ
ル
」
と
し
て

知
ら
れ
た
２
４
階
建
て
ビ
ル

の
火
災
が
起
き
た
の
は
５
月

１
日
未
明
。
行
方
不
明
者
９

人
中
、
２
人
の
行
方
は
わ
か

ら
な
い
ま
ま
だ
。
同
ビ
ル
で

暮
ら
し
て
い
た
人
の
内
、
約

３
０
０
人
は
今
も
、
現
場
前

で
野
営
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

市
役
所
で
被
災
者
登
録

を
行
っ
た
の
は
１
７
１
世

帯
。
内
１
５
３
世
帯
が
住
居

補
助
を
受
け
取
っ
た
が
、
市

役
所
か
ら
の
補
助
（
初
回

１
２
０
０
レ
、
２
〜
１
２
回

目
は
４
０
０
レ
）
で
住
む
場

所
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
く
、

住
居
の
提
供
も
な
い
と
苦
言

を
呈
し
、
焼
失
書
類
が
整
え

ら
れ
な
い
と
嘆
く
人
も
い
る
。

　

ま
た
、
５
月
２
３
日
に
裁

判
所
が
命
じ
た
簡
易
ト
イ
レ

設
置
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

市
役
所
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト

で
ト
イ
レ
到
着
が
遅
れ
て
い

る
と
い
う
が
、
設
置
予
定
日

は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　

食
料
不
足
も
被
災
者
達
の

悩
み
だ
。
被
災
直
後
は
食
料

や
衣
類
な
ど
が
大
量
に
届
い

た
が
、
寄
付
や
ス
ト
ッ
ク
は

減
っ
て
い
る
。
大
半
の
子
供
が

学
校
に
行
け
な
い
た
め
、
親

達
も
仕
事
に
行
け
な
い
と
い

う
悪
循
環
も
起
き
、
子
供
達

が
道
行
く
人
に
小
銭
を
ね
だ

る
姿
も
見
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
広
場
に
残
る
人

達
は
ビ
ル
住
民
で
は
な
い
と

の
説
も
あ
り
、
市
役
所
が
、

７
７
世
帯
に
つ
い
て
本
当
に

住
ん
で
い
た
か
を
確
認
中
だ
。

　

他
方
、
一
部
が
延
焼
し
た

隣
接
ビ
ル
の
住
民
に
は
５
月

３
１
日
に
再
居
住
許
可
が
出

た
。
同
ビ
ル
は
、
崩
壊
の
可

能
性
な
ど
を
調
べ
る
た
め
、

立
入
禁
止
と
な
っ
て
い
た
。

　

聖
市
は
火
災
後
、
不
法
占

拠
ビ
ル
の
実
態
調
査
や
、
崩

壊
ビ
ル
の
跡
地
へ
の
低
所
得

者
向
け
ア
パ
ー
ト
建
設
な
ど

の
方
針
を
表
明
し
た
が
、
そ

の
作
業
は
停
滞
中
だ
。
崩
壊

し
た
ビ
ル
内
で
の
家
賃
徴
収

問
題
な
ど
の
調
査
に
関
す
る

報
道
も
途
絶
え
て
い
る
。

　

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
（
Ｐ
Ｂ
）

総
裁
の
ペ
ド
ロ
・
パ
レ
ン
テ
氏

が
、
１
日
朝
、
テ
メ
ル
大
統

領
と
の
会
談
時
に
辞
表
を
提

出
し
た
と
同
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

パ
レ
ン
テ
氏
の
総
裁
就
任

は
１
６
年
６
月
１
日
で
、
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
や
、
ジ

ウ
マ
政
権
の
イ
ン
フ
レ
対
策

と
し
て
の
燃
料
価
格
固
定
な

ど
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｂ
に
あ
い
た
大

穴
を
修
復
す
る
事
を
最
大
の

課
題
と
し
て
い
た
。

　

同
氏
就
任
後
の
Ｐ
Ｂ
は
、

傘
下
の
企
業
の
整
理
な
ど
も

含
め
た
改
善
策
を
採
用
。
燃

料
価
格
に
つ
い
て
も
、
政
府

の
統
制
は
受
け
な
い
事
を
前

提
に
、
国
際
価
格
や
為
替
も

見
な
が
ら
小
刻
み
に
調
整
す

る
方
針
を
導
入
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
策
は
奏
功
し
、

Ｐ
Ｂ
の
財
政
状
態
は
大
き
く

改
善
。
国
内
企
業
１
、２
位

を
争
う
状
態
に
回
復
し
た
。

　

だ
が
、
ジ
ウ
マ
政
権
で
燃

料
価
格
を
抑
制
し
て
い
た
後

の
小
刻
み
調
整
は
、
一
部
国

民
か
ら
イ
ン
フ
レ
以
上
の
調

整
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
５

月
２
１
日
に
発
生
し
、
国
内

外
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
ス
ト

は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
価
格
値

下
げ
を
要
求
し
て
起
こ
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た
が
、
パ
レ
ン
テ

氏
は
調
整
方
法
の
変
更
は
な

い
と
答
え
続
け
て
い
た
。

　

こ
の
様
子
に
変
化
が
起
き

た
の
は
、
ス
ト
が
長
引
き
そ

う
な
様
相
を
見
せ
始
め
た
５

月
２
３
日
夜
、
１
５
日
間
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
価
格
を
凍
結

し
、
１
０
％
を
割
り
引
く
と

発
表
し
た
時
か
ら
だ
。

　

パ
レ
ン
テ
氏
は
政
府
か
ら

の
介
入
は
な
い
と
強
調
し
た

が
、
市
場
で
は
Ｐ
Ｂ
の
独
立

性
が
侵
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、

２
４
〜
２
８
日
に
株
価
が
急

落
。
こ
の
時
点
で
時
価
総
額

は
３
分
の
１
近
く
落
ち
た
。

５
月
２
９
日
に
は
一
度
持
ち

直
し
た
が
、
３
０
日
は
再
び

小
幅
の
下
落
。
１
日
の
辞
任

表
明
後
の
株
価
は
２
１
％
下

落
し
、
午
前
１
１
時
５
０
分

頃
に
取
引
停
止
と
な
っ
た
。

　

Ｐ
Ｂ
株
の
取
引
は
正
午
過

ぎ
に
再
開
さ
れ
、
多
少
持
ち

直
し
た
が
、
午
後
１
時
現
在

の
Ｐ
Ｂ
の
時
価
は
２
１
５
７

億
レ
で
、
５
月
１
６
日
に
記

録
し
た
今
年
の
最
高
額
３
８

８
８
億
レ
よ
り
１
７
３
０
億

レ
も
縮
小
し
て
い
る
。

　

パ
レ
ン
テ
氏
の
後
任
は
Ｐ

Ｂ
内
部
か
ら
選
ば
れ
る
予
定

で
、
１
日
に
招
集
さ
れ
た
経

営
審
議
会
で
検
討
中
だ
。

　

な
お
、
パ
レ
ン
テ
総
裁
の

退
陣
や
燃
料
価
格
の
値
下
げ

な
ど
を
要
求
し
、
５
月
３
０

日
午
前
０
時
か
ら
始
ま
っ
た

Ｐ
Ｂ
職
員
ら
の
ス
ト
は
、
罰

金
額
引
き
上
げ
（
５
０
万
レ

／
日
か
ら
２
０
０
万
レ
／
日

へ
）
な
ど
も
あ
り
、
３
１
日

に
実
質
終
了
。
同
日
午
後
に

は
Ｐ
Ｂ
が
、
９
５
％
は
職
場

復
帰
と
発
表
し
た
。

　

最
高
裁
の
ジ
ウ
マ
ー
ル
・

メ
ン
デ
ス
判
事
が
５
月
３
０

日
、
聖
州
で
の
高
速
道
建
設

に
伴
う
、
民
主
社
会
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
絡
み
の
汚
職
で
再

逮
捕
さ
れ
た
ば
か
り
の
重
要

容
疑
者
、
パ
ウ
ロ
・
ヴ
ィ
エ

イ
ラ
・
ダ
・
ソ
ウ
ザ
（
通
称

パ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
タ
）
氏
に

人
身
保
護
令
を
適
用
し
た
。

５
月
３
１
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

パ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
タ
容

疑
者
は
聖
州
高
速
道
開
発

局
（
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
局
長

だ
っ
た
２
０
０
９
〜
１
１
年

に
、
大
聖
市
圏
の
高
速
道
ロ

ド
ア
ネ
ル
建
設
に
伴
い
、
公

金
７
７
０
万
レ
ア
ル
を
横
流

し
し
た
疑
い
を
持
た
れ
、
４

月
６
日
に
逮
捕
さ
れ
て
い

た
。
同
容
疑
者
は
こ
の
他
に

も
、
ス
イ
ス
の
隠
し
口
座
に

１
億
１
３
０
０
万
レ
ア
ル
相

当
の
預
金
を
し
て
い
た
こ
と

も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
は
、
や
は
り
メ
ン

デ
ス
判
事
が
、
５
月
初
旬
に

人
身
保
護
令
を
適
用
し
、
逮

捕
処
分
を
解
い
て
い
た
。

　

同
容
疑
者
は
５
月
３
０
日

午
前
、
証
拠
隠
滅
の
疑
い
で

再
逮
捕
さ
れ
た
。
今
度
は
自

身
の
娘
を
含
む
、
ほ
か
の
２

人
の
容
疑
者
と
共
に
逮
捕
さ

れ
た
。

　

だ
が
、
同
日
夜
、
メ
ン
デ

ス
判
事
は
、「
再
逮
捕
命
令

は
、（
自
分
が
出
し
た
）
人

身
保
護
令
に
反
す
」
と
し
て

パ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
タ
氏
を
再

び
釈
放
し
た
。

　

メ
ン
デ
ス
判
事
は
、
政
治

家
や
企
業
家
の
容
疑
者
に
人

身
保
護
令
を
適
用
し
す
ぎ
る

こ
と
や
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
政
治

家
と
の
蜜
月
ぶ
り
を
か
ね
て

か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。

トラックスト11日で終結

ビ
ル
火
災
か
ら
１
カ
月
経
て

行
き
場
定
ま
ら
ぬ
被
災
者
ら

最
後
ま
で
価
格
調
整
方
法
擁
護

トラックスト

批
判
浴
び
た
軍
事
介
入
の
叫
び

（２）２０１８年 第５０１０号 ６月 ２日 （土曜日）

聖 市

メ
ン
デ
ス
判
事
ま
た
し
て
も

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
重
要
容
疑
者
の
逮
捕
解
く



　
「
こ
の
あ
た
り
だ
。
見み

ろ
、
あ
の
白は

っ

骨こ
つ

を
」
と
、
高こ

う

句く

麗り

の

将し
ょ
う

官か
ん

は
馬ば

上じ
ょ
うか
ら
叫さ

け

ぶ
よ
う
に
言い

い
、
通つ

う

事じ

が
訳や

く

し
た
。
白は

っ

骨こ
つ

化か

し
た
死し

体た
い

が
、
点て

ん

々て
ん

と
地ち

平へ
い

線せ
ん

ま
で
つ
ら
な
っ
て
い
た
。

推す
い

古こ

９
（
西せ

い

暦れ
き

６
０
１
）
年ね

ん

、
所と

こ
ろは
高こ

う

句く

麗り

と
隋ず

い

の
国こ

っ

境き
ょ
う

近ち
か

く
を
流な

が

れ
る
遼

り
ょ
う

河が

の
ほ
と
り
、
ち
ょ
う
ど
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

が
大た

い

陸り
く

か
ら
突つ

き
出だ

す
付つ

け
根ね

の
あ
た
り
で
あ
る
。
大や

ま
と和
朝ち

ょ
う

廷て
い

か
ら

の
使し

者し
ゃ

・
大お

お

伴と
も
の

咋く
い

は
侵し

ん

略り
ゃ
くを
こ
と
と
す
る
超

ち
ょ
う

大た
い

国こ
く

と
国こ

っ

境き
ょ
うを

接せ
っ

す
る
事こ

と

が
、
い
か
に
恐お

そ

ろ
し
い
こ
と
か
、
思お

も

い
知し

っ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

を
３
７
０
年ね

ん

ぶ
り
に
統と

う

一い
つ
し
た
隋ず

い

が
、
水す

い

陸り
く

３
０
万ま

ん

の
大た

い

軍ぐ
ん

で
高こ

う

句く

麗り

に
攻せ

め
込こ

ん
だ
の
は
３
年ね

ん

前ま
え

、
西せ

い

暦れ
き

５
９
８
年ね

ん

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高こ

う

句く

麗り

は
今い

ま

の
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

か

ら
、満ま

ん

洲し
ゅ
う、遼り
ょ
う東と
う半は
ん島と
うに
か
け
て
広こ

う

大だ
い

な
版は

ん

図と

を
持も

つ
ツ
ン
グ
ー

ス
系け

い

騎き

馬ば

民み
ん

族ぞ
く

国こ
っ

家か

で
、
約や

く

８
０
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

を
持も

つ
東と

う

北ほ
く

ア
ジ
ア
の
強

き
ょ
う

国こ
く

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時と

き

は
高こ

う

句く

麗り

が
隋ず

い

の
大た

い

軍ぐ
ん

を
よ
く
防ふ

せ

い
で
い
る
間あ

い
だに
、

６
月が

つ

の
長な

が

雨あ
め

で
遼

り
ょ
う

河が

が
氾は

ん

濫ら
ん

し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

本ほ
ん

土ど

か
ら
の
補ほ

給き
ゅ
う

線せ
ん

が
切き

れ
る
と
と
も
に
、
隋ず

い

軍ぐ
ん

の
中な

か

で
疫え

き

病び
ょ
うが
流

り
ゅ
う

行こ
う

し
た
。
隋ず

い

軍ぐ
ん

は
２
０
数す

う

万ま
ん

人に
ん

の
死し

体た
い

を
原げ

ん

野や

に
晒さ

ら

し
て
引ひ

き
揚あ

げ
て
い
っ

た
。

　
「
し
か
し
、
隋ず

い

は
ま
た
か
な
ら
ず
来ら

い

襲し
ゅ
うす
る
」　

高こ
う

官か
ん

は
馬ば

首し
ゅ

を
返か

え

し
て
言い

っ
た
。「
３
０
万ま

ん

で
負ま

け
た
と
な
る
と
、
次つ

ぎ

は

１
０
０
万ま

ん

だ
。
そ
の
と
き
野の

を
埋う

め
る
の
は
、
わ
が
軍ぐ

ん

兵へ
い

士し

の
骸む

く
ろで
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
」。

　

高こ
う

句く

麗り

を
破や

ぶ

っ
た
ら
、
隋ず

い

の
大た

い

軍ぐ
ん

は
新し

ら
ぎ羅

と
連れ

ん

合ご
う

し
て
、

百く
だ
ら済
を
蹴け

散ち

ら
し
、
や
が
て
は
海う

み

を
越こ

え
て
、
わ
が
大や

ま
と和
の

国く
に

を
襲お

そ

う
だ
ろ
う
。
大お

お

伴と
も
の

咋く
い

の
身か

ら
だ体
は
身み

震ぶ
る

い
が
と
ま
ら
な

か
っ
た
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

の
南な

ん

東と
う

部ぶ

を
治お

さ

め
る
新し

ら
ぎ羅
が
、
半は

ん

島と
う

南な
ん

端た
ん

の

日に

本ほ
ん

の
属ぞ

く

領り
ょ
う・
任み

ま

那な

を
攻こ

う

撃げ
き

し
た
の
は
、
前ぜ

ん

年ね
ん

の
推す

い

古こ

８

（
６
０
０
）
年ね

ん

の
こ
と
だ
っ
た
。
大お

お

伴と
も
の

咋く
い

が
大た

い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

と
し
て

４
年ね

ん

も
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
うに
出

し
ゅ
つ

陣じ
ん

し
て
牽け

ん

制せ
い

し
て
い
た
間あ

い
だは
、
ま
が
い
な
り

に
も
平へ

い

和わ

が
保た

も

た
れ
て
い
た
が
、
そ
の
軍ぐ

ん

勢ぜ
い

が
ひ
き
あ
げ
て
数す

う

年ね
ん

も
経た

た
ぬ
う
ち
に
、
新し

ら
ぎ羅
は
軍ぐ

ん

事じ

行こ
う

動ど
う

を
起お

こ
し
た
の
で

あ
る
。

　

新し
ら
ぎ羅
の
狙ね

ら

い
は
、任み

ま

那な

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
隋ず

い

と
組く

ん
で
、

日ひ

出い

づ
る
国く

に

の
防ぼ

う

衛え
い

戦せ
ん

略り
ゃ
く

２００６年
ねん

１０月
がつ

２２日
にち

版
ばん

北き
た

の
高こ

う

句く

麗り

、
西に

し

の
百く

だ
ら済
に
侵し

ん

攻こ
う

し
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

を
統と

う

一い
つ
し

よ
う
と
い
う
野や

望ぼ
う

を
抱い

だ

い
て
い
た
。

　

大や
ま
と和
朝ち

ょ
う

廷て
い

で
は
、
た
だ
ち
に
新し

ら
ぎ羅
征せ

い

討と
う

軍ぐ
ん

を
送お

く

り
込こ

む
こ

と
が
決け

っ

定て
い

さ
れ
、
四し

国こ
く

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
北き

た

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うの
豪ご

う

族ぞ
く

の
兵へ

い

士し

約や
く

一い
ち

万ま
ん

が
続ぞ

く

々ぞ
く

と
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

海か
い

峡き
ょ
うを
押お

し
渡わ

た
っ
た
。
新し

ら
ぎ羅
、
百く

だ
ら済
、

高こ
う

句く

麗り

と
も
陸り

く

戦せ
ん

に
は
慣な

れ
て
い
る
が
、
水す

い

軍ぐ
ん

を
建け

ん

設せ
つ

す
る
ほ

ど
の
国こ

く

力り
ょ
くは
な
く
、
日に

本ほ
ん

水す
い

軍ぐ
ん

は
独ひ

と

り
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

な
力ち

か
らで
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

海か
い

峡き
ょ
うの
制せ

い

海か
い

権け
ん

を
握に

ぎ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

征せ
い

討と
う

軍ぐ
ん

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

南な
ん

端た
ん

の
新し

ら
ぎ羅
が
支し

配は
い

す
る
旧

き
ゅ
う

任み
ま

那な

の

地ち

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

上じ
ょ
う

陸り
く

し
て
、
無む

人じ
ん

の
野の

を
行い

く
が
如ご

と

く
、
た
ち
ま

ち
５
つ
の
城し

ろ

を
攻せ

め
抜ぬ

い
た
。
す
る
と
、
新し

ら
ぎ羅
は
す
ぐ
に
降こ

う

伏ふ
く

し
て
、
旧

き
ゅ
う

任み
ま

那な

の
う
ち
６
地ち

方ほ
う

を
返へ

ん

還か
ん

す
る
と
申も

う

し
入い

れ
て
、

和わ

睦ぼ
く

を
求も

と

め
て
き
た
。
し
か
し
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

が
こ
れ
を
聞き

き
入い

れ
、

朝ち
ょ
う

廷て
い

軍ぐ
ん

を
召

し
ょ
う

還か
ん

す
る
と
、
新し

ら
ぎ羅
は
再ふ

た
た
び
任み

ま

那な

を
制せ

い

圧あ
つ

し
て
し

ま
っ
た
。

　

大お
お

伴と
も
の

咋く
い

が
摂せ

っ

政し
ょ
うの
厩

う
ま
や

戸ど
の

太た
い

子し

（
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

）
か
ら
「
高こ

麗ま

に
赴ゆ

き
て
任み

ま

那な

を
救す

く

え
」
と
の
特と

く

命め
い

を
与あ

た

え
ら
れ
た
の
は
こ
の

時と
き

だ
っ
た
。
太た

い

子し

の
戦せ

ん

略り
ゃ
くは
、
高こ

う

麗ら
い

（
高こ

う

句く

麗り

）、
百く

だ
ら済
、
日に

本ほ
ん

が
同ど

う

盟め
い

を
結む

す

び
、
北き

た

・
西に

し

・
南み

な
み
か
ら
新し

ら
ぎ羅
を
攻せ

め
る
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

統と
う

一い
つの
野や

望ぼ
う

を
持も

つ
新し

ら
ぎ羅
を
孤こ

立り
つ

さ
せ
、
任み

ま

那な

を
守ま

も

り

つ
つ
、
新し

ん

興こ
う

の
超

ち
ょ
う

大た
い

国こ
く

・
隋ず

い

に
対た

い

す
る
防ぼ

う

壁へ
き

を
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

を

南な
ん

北ぼ
く

に
貫つ

ら
ぬい
て
築き

ず

く
、
と
い
う
戦せ

ん

略り
ゃ
くで
あ
っ
た
。

　

大お
お

伴と
も
の

咋く
い

が
高こ

う

句く

麗り

の
嬰え

い

陽よ
う

王お
う

に
謁え

っ

見け
ん

し
て
、
日に

本ほ
ん

―
高こ

う

句く

麗り

―
百く

だ
ら済
の
同ど

う

盟め
い

を
築き

ず

き
た
い
と
提て

い

案あ
ん

す
る
と
、
嬰え

い

陽よ
う

王お
う

の

顔か
お

に
抑お

さ

え
よ
う
も
な
い
怒い

か

り
の
色い

ろ

が
浮う

か
ん
だ
。「
わ
れ
ら
は

貴き

国こ
く

を
信し

ん

ず
る
。
し
か
し
、
百く

だ
ら済
は
信し

ん

用よ
う

な
ら
ん
」
と
い
う

王お
う

の
声こ

え

は
震ふ

る

え
て
い
た
。

　
「
理り

由ゆ
う

を
お
聞き

か
せ
願ね

が

い
た
い
」
と
咋く

い

が
聞き

く
と
、
王お

う

は
答こ

た

え
た
。
隋ず

い

の
大た

い

軍ぐ
ん

が
高こ

う

句く

麗り

の
国こ

く

土ど

を
ま
さ
に
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

し
よ
う

と
し
て
い
る
時と

き

、
百く

だ
ら済
の
威い

徳と
く

王お
う

は
隋ず

い

に
対た

い

し
て
「
皇こ

う

帝て
い

の
臣し

ん

た
る
わ
た
し
ど
も
が
、
先せ

ん

導ど
う

を
つ
か
ま
つ
り
ま
し
ょ
う
」
と
、

阿あ

諛ゆ

迎げ
い

合ご
う

の
書し

ょ

状じ
ょ
うを
献け

ん

上じ
ょ
う

品ひ
ん

と
と
も
に
隋ず

い

に
差さ

し
出だ

し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
「
卑ひ

劣れ
つ

で
あ
る
。
絶ぜ

っ

対た
い

に
許ゆ

る

し
得え

ぬ
行こ

う

為い

で
あ
る
。
こ
の
う

ら
み
、
末ま

つ

代だ
い

ま
で
忘わ

す

れ
ま
い
」
と
、
王お

う

は
恨う

ら

み
を
む
き
だ
し
に

し
て
百

く
だ
ら

済
を
罵

の
の
し
っ
た
。
咋く

い

は
半は

ん

島と
う

情じ
ょ
う

勢せ
い

の
複ふ

く

雑ざ
つ

さ
を
、
今い

ま

更さ
ら

な
が
ら
に
味あ

じ

わ
っ
た
。

　
「
な
に
ゆ
え
に
、
奸か

ん

物ぶ
つ

の
百く

だ
ら済
を
貴き

国こ
く

は
身み

内う
ち

の
よ
う
に
つ

ね
に
慈い

つ
く
し
み
、
救た

す

け
て
き
た
の
で
あ
る
の
か
」
と
聞き

く
王お

う

に
、

咋く
い

は
こ
う
答こ

た

え
た
。

　
さ
れ
ば
、
百く

だ
ら済
は
い
に
し
え
よ
り
、
日に

本ほ
ん

の
官み

や

家け

で
あ
り

ま
す
。
官み

や

家け

で
あ
れ
ば
慈い

つ
く
し
み
、救た

す

け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、

当と
う

然ぜ
ん

の
こ
と
わ
り
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
官み

や

家け

」
と
は
、
天て

ん

皇の
う

に
直

ち
ょ
く

属ぞ
く

す
る
領

り
ょ
う

地ち

と
い
う
ほ
ど
の

意い

味み

で
あ
る
。
第だ

い

１
５
代だ

い

応お
う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

の
時じ

代だ
い

か
ら
、
日に

本ほ
ん

は

百く
だ
ら済
、
新し

ら
ぎ羅
、
任み

ま

那な

の
三さ

ん

韓か
ん

を
「
官み

や

家け

」
と
見み

な
し
て
き
た
。

隋ず
い

書し
ょ

倭わ

国こ
く

伝で
ん

に
も
「
新し

ら
ぎ羅
、
百く

だ
ら済
、
み
な
倭や

ま
と
を
も
っ
て
大た

い

国こ
く

と
な
し
、
こ
れ
を
敬う

や
まい
仰あ

お

ぐ
」
と
あ
る
。

　

咋く
い

は
、
百く

だ
ら済
が
常つ

ね

に
日に

本ほ
ん

に
王お

う

族ぞ
く

を
人ひ

と

質じ
ち

に
差さ

し
出だ

し
て

い
る
こ
と
を
明あ

き

ら
か
に
し
、「
百く

だ
ら済
が
日に

本ほ
ん

に
謀む

反ほ
ん

い
た
す
こ

と
は
万ま

ん

が
一い

ち
に
も
な
い
」
と
断だ

ん

言げ
ん

し
た
。

　

そ
れ
に
安あ

ん

心し
ん

し
た
の
か
、最さ

い

高こ
う

位い

の
重

じ
ゅ
う

臣し
ん

が
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
、「
わ

れ
ら
一い

ち

同ど
う

、
貴き

殿で
ん

を
信し

ん

頼ら
い

し
、
そ
の
信し

ん

頼ら
い

を
も
っ
て
新し

ら
ぎ羅
征せ

い

討と
う

の
軍ぐ

ん

を
起お

こ
す
こ
と
と
す
る
」
と
約や

く

束そ
く

し
た
。
た
だ
し
、
唯ゆ

い

一い
つ

の
条

じ
ょ
う

件け
ん

と
し
て
、
咋く

い

が
自み

ず
か
ら
百く

だ
ら済
に
赴お

も
む
き
、
か
の
国く

に

が
裏う

ら

切ぎ

る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
国こ

く

王お
う

以い

下か

に
こ
の
盟め

い

約や
く

を
徹て

っ

底て
い

さ
せ
る
こ

と
を
要よ

う

求き
ゅ
うし
た
。
咋く

い

は
、
翌よ

く

日じ
つ

、
従

じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
と
も
に
馬う

ま

を
駆か

っ
て
、

百く
だ
ら済
に
向む

け
て
半は

ん

島と
う

を
南な

ん

下か

し
て
い
っ
た
。

　

咋く
い

を
迎む

か

え
た
百く

だ
ら済
も
当と

う

初し
ょ

、
三さ

ん

国ご
く

の
同ど

う

盟め
い

案あ
ん

に
強

き
ょ
う

硬こ
う

に
反は

ん

対た
い

し
た
。
盟め

い

主し
ゅ

・
日に

本ほ
ん

の
要よ

う

請せ
い

と
あ
ら
ば
、
い
つ
で
も
新し

ら
ぎ羅

討と
う

伐ば
つ

に
立た

ち
上あ

が
る
が
、
仇

き
ゅ
う

敵て
き

で
あ
る
高こ

う

句く

麗り

と
手て

を
結む

す

ぶ

こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
漢か

ん

城じ
ょ
う（
ソ
ウ
ル
）
は

も
と
も
と
百く

だ
ら済
の
都み

や
こで
あ
っ
た
。
そ
れ
を
約や

く

１
３
０
年ね

ん

前ま
え

に
高こ

う

句く

麗り

に
奪う

ば

わ
れ
、
時と

き

の
百く

だ
ら済
王お

う

は
殺こ

ろ

さ
れ
、
半は

ん

島と
う

西せ
い

南な
ん

部ぶ

に

押お

し
込こ

め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

互た
が

い
に
仇

き
ゅ
う

敵て
き

で
あ
っ
た
高こ

う

句く

麗り

と
百く

だ
ら済
に
な
ん
と
か
同ど

う

盟め
い

を

約や
く

束そ
く

さ
せ
、大お

お

伴と
も
の

咋く
い

が
帰き

朝ち
ょ
うし
た
の
は
、推す

い

古こ

１
０（
６
０
２
）

年ね
ん

６
月が

つ

、
１
年ね

ん

３
カ
月げ

つ

に
お
よ
ぶ
長な

が

旅た
び

で
あ
っ
た
。

　

帰き

路ろ

、立た

ち
寄よ

っ
た
筑つ

く

紫し
（
北き

た

九き
ゅ
う

州し
ゅ
う）か
ら
長な

が

門と
（
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

）、

安あ

芸き

（
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

）
の
各か

く

港み
な
とは
沸わ

き
立た

つ
よ
う
な
活か

っ

況き
ょ
うを
見み

せ

て
い
た
。
巨き

ょ

木ぼ
く

に
よ
る
軍ぐ

ん

船せ
ん

が
建け

ん

造ぞ
う

さ
れ
、
食

し
ょ
く

料り
ょ
う、
武ぶ

器き

、

燃ね
ん

料り
ょ
うな
ど
を
満ま

ん

載さ
い

し
た
帆は

ん

船せ
ん

が
港み

な
と
を
埋う

め
て
い
た
。
新し

ら
ぎ羅
討と

う

伐ば
つ

の
た
め
の
出

し
ゅ
っ

兵ぺ
い

準じ
ゅ
ん

備び

で
あ
る
。
約や

く

２
万ま

ん

５
千せ

ん

の
兵へ

い

力り
ょ
くを
動ど

う

員い
ん

す
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
咋く

い

を
驚お

ど
ろ
か
せ
た
の
は
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

軍ぐ
ん

の
編へ

ん

成せ
い

が
一い

っ

新し
ん

さ
れ

て
い
た
事こ

と

で
あ
る
。
従

じ
ゅ
う

来ら
い

は
朝

ち
ょ
う

廷て
い

軍ぐ
ん

と
は
名な

ば
か
り
で
、
大お

お

伴と
も

氏う
じ

や
紀き

氏う
じ

、
葛

か
つ
ら

城ぎ

氏う
じ

な
ど
の
大だ

い

豪ご
う

族ぞ
く

が
私し

兵へ
い

を
引ひ

き
連つ

れ

１
．
超ち

ょ
う

大た
い

国こ
く

の
侵し

ん

略り
ゃ
く

の
跡あ

と

て
、
連れ

ん

合ご
う

軍ぐ
ん

を
形け

い

成せ
い

し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
今こ

ん

回か
い

は
地ち

方ほ
う

毎ご
と

に
集あ

つ

め
ら
れ
た
兵へ

い

士し

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と

な
っ
て
い
る
。
し
か
も
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
、
摂せ

っ

政し
ょ
う・
厩

う
ま
や

戸ど
の

太た
い

子し

（
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

）
の
同い

母ろ

弟せ

・
来く

目め
の

皇み

子こ

で
あ
る
。
朝

ち
ょ
う

廷て
い

軍ぐ
ん

と
は
大お

お

君き
み

が
統と

う

率そ
つ

す
る
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

で
あ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
太た

い

子し

の
理り

想そ
う

が

具ぐ

現げ
ん

さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、筑つ

く

紫し

の
駐

ち
ゅ
う

屯と
ん

所じ
ょ

で
出

し
ゅ
っ

兵ぺ
い

準じ
ゅ
ん

備び

の
陣じ

ん

頭と
う

指し

揮き

を
と
っ

て
い
た
来く

目め
の

皇み

子こ

が
倒た

お

れ
た
、
と
の
早は

や

馬う
ま

が
都み

や
こに
駆か

け
上の

ぼ
っ
て

き
た
。
来く

目め
の

皇み

子こ

は
兄あ

に

の
太た

い

子し

に
似に

て
、
す
ぐ
れ
た
資し

質し
つ

を

持も

つ
青せ

い

年ね
ん

だ
っ
た
が
、
ま
だ
２
０
代だ

い

と
若わ

か

く
、
軍ぐ

ん

を
率ひ

き

い
た
経け

い

験け
ん

も
な
か
っ
た
。
２
万ま

ん

５
千せ

ん

の
兵へ

い

を
率ひ

き

い
る
と
い
う
過か

労ろ
う

と
精せ

い

神し
ん

的て
き

重じ
ゅ
う

圧あ
つ

の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

来く

目め
の

皇み

子こ

が
重

じ
ゅ
う

病び
ょ
うの
床と

こ

に
あ
っ
て
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

軍ぐ
ん

の
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

が
遅お

く

れ
て
い
る
間あ

い
だに
、
推す

い

古こ

１
０
（
６
０
２
）
年ね

ん

８
月が

つ

、
百く

だ
ら済
軍ぐ

ん

が
新し

ら
ぎ羅
を
攻せ

め
た
。
対た

い

す
る
新し

ら
ぎ羅
は
大だ

い

部ぶ

隊た
い

を
繰く

り
出だ

し
て
、

立た

ち
向む

か
っ
た
。
こ
の
時じ

点て
ん

で
、
日に

本ほ
ん

の
大だ

い

船せ
ん

団だ
ん

が
新し

ら
ぎ羅
沖お

き

に

達た
っ

し
て
い
た
ら
、
挟は

さ

み
撃う

ち
の
形か

た
ち
が
で
き
て
、
新し

ら
ぎ羅
は
こ
れ
ほ

ど
の
大だ

い

兵へ
い

力り
ょ
くを
対た

い

百く
だ
ら済
戦せ

ん

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

投と
う

入に
ゅ
うで
き
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
百く

だ
ら済
軍ぐ

ん

は
全ぜ

ん

滅め
つ

に
近ち

か

い
敗は

い

北ぼ
く

を
喫き

っ

し
た
。

　

来く

目め
の

皇み

子こ

が
推す

い

古こ

１
１
年ね

ん

２
月が

つ

に
亡な

く
な
り
、
あ
ら
た
に

太た
い

子し

の
異お

と
う
と

母
弟・当た

ぎ

摩ま
の

皇み

子こ

が
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

に
任に

ん

ぜ
ら
れ
た
。し
か
し
、

筑つ
く

紫し

へ
向む

か
う
途と

中ち
ゅ
う、
身か

ら
だ体
の
弱よ

わ

か
っ
た
妃き

さ
きを
亡な

く
し
、
悲か

な

し

み
に
く
れ
た
皇み

子こ

は
飛あ

す
か鳥
の
都み

や
こに
引ひ

き
返か

え

し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
頃こ

ろ

、
こ
ん
ど
は
高こ

う

句く

麗り

が
千せ

ん

人に
ん

ほ
ど
の
精せ

い

鋭え
い

部ぶ

隊た
い

を

南な
ん

下か

さ
せ
た
が
、
新し

ら
ぎ羅
は
国こ

く

王お
う

が
陣じ

ん

頭と
う

指し

揮き

を
と
っ
て
、
主し

ゅ

力り
ょ
く

軍ぐ
ん

で
迎む

か

え
た
。
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
海か

い

上じ
ょ
うか
ら
攻せ

め
て
い
れ
ば
こ
そ

勝か

ち
目め

も
あ
っ
た
が
、
単た

ん

独ど
く

で
は
敵か

な

う
は
ず
も
な
い
。
高こ

う

句く

麗り

軍ぐ
ん

は
戦た

た
かわ
ず
し
て
引ひ

き
揚あ

げ
た
。

　

咋く
い

は
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
た
思お

も

い
で
、
自み

ず
か
ら
の
ま
と
め
た
三さ

ん

国ご
く

同ど
う

盟め
い

の
失し

っ

敗ぱ
い

を
見み

つ
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
こ

れ
も
盟め

い

主し
ゅ

・
日に

本ほ
ん

の
責せ

き

任に
ん

で
あ
る
。

　

咋く
い

は
、
太た

い

子し

に
高こ

う

句く

麗り

と
百く

だ
ら済
の
情

じ
ょ
う

勢せ
い

を
報ほ

う

告こ
く

し
た
。
太た

い

子し

は
「
新し

ら
ぎ羅
を
討う

つ
に
兵へ

い

を
用も

ち

い
ず
」
と
一ひ

と

言こ
と

、
言い

わ
れ
た
。

そ
れ
が
何な

に

を
意い

味み

す
る
の
か
、
咋く

い

が
理り

解か
い

す
る
に
は
ま
だ
何な

ん

年ね
ん

も
の
歳さ

い

月げ
つ

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
っ
た
。

　

太た
い

子し

の
命め

い

に
よ
っ
て
、
小お

の
の野
妹い

も

子こ

が
遣け

ん

隋ず
い

使し

と
し
て
飛あ

す
か鳥
の

都み
や
こを
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
た
の
は
、
推す

い

古こ

１
５
（
６
０
７
）
年ね

ん

７
月が

つ

だ
っ

た
。
筑つ

く

紫し

か
ら
百く

だ
ら済
を
渡わ

た

り
、
陸り

く

路ろ

、
高こ

う

句く

麗り

を
経へ

て
、
隋ず

い

に
入は

い
っ
た
。
百く

だ
ら済
も
高こ

う

句く

麗り

も
同ど

う

盟め
い

国こ
く

で
あ
り
、
何な

ん

の
危き

険け
ん

も

な
か
っ
た
。

　

小お
の
の野
妹い

も

子こ

は
隋ず

い

帝て
い

に
「
日ひ

出い

づ
る
処と

こ
ろの
天て

ん

子し

、
書し

ょ

を
日ひ

没ぼ
っ

す
る
処と

こ
ろの
天て

ん

子し

に
致い

た

す
。
恙

つ
つ
が

無な

き
や
」
と
い
う
一い

ち

文ぶ
ん

で
始は

じ

ま
る

国こ
く

書し
ょ

を
差さ

し
出だ

し
た
。[
ａ]

　

超
ち
ょ
う

大た
い

国こ
く

、
隋ず

い

に
対た

い

し
て
対た

い

等と
う

な
外が

い

交こ
う

を
申も

う

し
入い

れ
た
こ
の

国こ
く

書し
ょ

が
、
ど
れ
ほ
ど
革か

く

命め
い

的て
き

な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
高こ

う

句く

麗り

の
嬰え

い

陽よ
う

王お
う

が
隋ず

い

の
大た

い

軍ぐ
ん

を
撃げ

き

退た
い

し
た
後あ

と

に
、
差さ

し
出だ

し
た
国こ

く

書し
ょ

と
比く

ら

べ
て
み
る
と
よ
く
分わ

か
る
。王お

う

は
勝か

ち
誇ほ

こ

る
ど
こ
ろ
か
、

自み
ず
から
を
「
遼

り
ょ
う

東と
う

糞ふ
ん

土ど

の
臣し

ん

（
糞ふ

ん

尿に
ょ
うに
ま
み
れ
た
遼

り
ょ
う

東と
う

の
地ち

を

治お
さ

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
臣し

ん

下か

）」
と
蔑さ

げ
すん
だ
の
で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
厩う

ま
や戸ど
の太た
い子し
（
聖し

ょ
う徳と
く
太た

い
子し

）の
大だ

い

戦せ
ん

略り
ゃ
く

９
．
日に

本ほ
ん

の
防ぼ

う

衛え
い

戦せ
ん

略り
ゃ
く

の
根こ

ん

本ぽ
ん

（３） ２０１８年第５０１０号 	 ６月	 ２日	（土曜日）

６
．「
日ひ

出い

づ
る
処と

こ
ろの
天て

ん
子し

」か
ら
の
国こ

く
書し

ょ

３
．「
こ
の
う
ら
み
、

　
　
　

末ま
つ

代だ
い

ま
で
忘わ

す

れ
ま
い
」

４
．
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

　

平へ
い

和わ

で
安あ

ん

定て
い

し
た
半は

ん

島と
う

情じ
ょ
う

勢せ
い

こ
そ
が
大た

い

陸り
く

か
ら
の
脅き

ょ
う

威い

を
防ふ

せ

ぐ
。

７
．
新し

ら
ぎ羅
の
焦あ

せ

り

　

九
き
ゅ
う

州し
ゅ
うほ
ど
の
大お

お

き
さ
で
し
か
な
い
百く

だ
ら済
や
新し

ら
ぎ羅
に
比く

ら

べ
れ

ば
、
日に

本ほ
ん

は
大た

い

国こ
く

で
あ
り
、
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

級き
ゅ
うの
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

陵り
ょ
うを

初は
じ

め
と
す
る
多お

お

く
の
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

を
作つ

く

る
な
ど
、
半は

ん

島と
う

の
三さ

ん

国ご
く

と
は
桁け

た

違ち
が

い
の
国こ

く

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い
た
。
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

に
も
隋ず

い

を
上う

わ

回ま
わ

る
水す

い

軍ぐ
ん

を
保ほ

有ゆ
う

し
て
い
た
。
そ
の
強

き
ょ
う

国こ
く

を
、
高こ

う

句く

麗り

討と
う

伐ば
つ

に
手て

こ
ず
っ
て
い
る
隋ず

い

が
、
粗そ

略り
ゃ
くに
扱あ

つ
か
え
る
余よ

裕ゆ
う

は
な
か
っ
た
。

　

翌よ
く

推す
い

古こ

１
６
（
６
０
８
）
年ね

ん

８
月が

つ

、
小お

の
の野
妹い

も

子こ

は
特と

く

使し

・

裴は
い

世せ
い

清せ
い

以い

下か

１
２
名め

い

の
使し

節せ
つ

団だ
ん

と
と
も
に
帰き

国こ
く

し
た
。
隋ず

い

帝て
い

か
ら
の
国こ

く

書し
ょ

は
「
皇こ

う

帝て
い

か
ら
倭わ

皇こ
う

に
挨あ

い

拶さ
つ

を
送お

く

る
」
と
始は

じ

ま

る
丁て

い

重ち
ょ
うな
文ぶ

ん

面め
ん

で
、「
皇こ

う

（
天て

ん

皇の
う

）
は
海う

み

の
彼か

な
た方
に
よ
り
居ま

し

ま

し
て
、
民み

ん

衆し
ゅ
うを
慈い

つ
く
し
み
、
国く

に

は
安あ

ん

楽ら
く

で
生せ

い

活か
つ

は
融ゆ

う

和わ

し
、
深ふ

か

い
至し

誠せ
い

の
心こ

こ
ろあ
り
」
と
、
日に

本ほ
ん

の
平へ

い

和わ

な
国く

に

の
あ
り
よ
う
を
讃た

た

え
て
い
る
。

　
こ
の
動う

ご

き
に
焦あ

せ

っ
た
の
が
新し

ら
ぎ羅
で
あ
る
。
隋ず

い

の
力ち

か
ら
を
借か

り
て

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

を
統と

う

一い
つ
し
よ
う
と
い
う
野や

望ぼ
う

が
一い

っ

挙き
ょ

に
覆

く
つ
が
えさ
れ
た
。

そ
の
隋ず

い

が
新し

ら
ぎ羅
に
と
っ
て
は
夢ゆ

め

の
よ
う
な
大だ

い

使し

節せ
つ

団だ
ん

を
日に

本ほ
ん

に

送お
く

り
、
あ
っ
と
い
う
間ま

に
対た

い

等と
う

な
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
結む

す

ん
で
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
隋ず

い

と
日に

本ほ
ん

、
そ
し
て
百く

だ
ら済
、
高こ

う

句く

麗り

が
結む

す

ん

だ
ら
、
新し

ら
ぎ羅
は
完か

ん

全ぜ
ん

に
孤こ

立り
つ

す
る
。

　

新し
ら
ぎ羅
の
真し

ん

平ぺ
い

王お
う

は
、
隋ず

い

帝て
い

に
高こ

う

句く

麗り

討と
う

伐ば
つ

の
出

し
ゅ
っ

兵ぺ
い

を
乞こ

う

書し
ょ

簡か
ん

を
送お

く
っ
た
が
、
隋ず

い

か
ら
は
な
ん
の
返へ

ん

答と
う

も
な
か
っ
た
。
逆

ぎ
ゃ
く

に
高こ

う

句く

麗り

は
、
当と

う

分ぶ
ん

隋ず
い

か
ら
の
侵し

ん

攻こ
う

は
な
い
、
と
読よ

ん
で
、

新し
ら
ぎ羅
を
攻こ

う

撃げ
き

し
、
国こ

っ

境き
ょ
う

近ち
か

く
の
山や

ま

城じ
ろ

を
落お

と
し
て
８
千せ

ん

人に
ん

を

捕ほ

虜り
ょ

と
し
た
。

　

窮
き
ゅ
う

地ち

に
陥

お
ち
い

っ
た
新し

ら
ぎ羅
が
調み

つ
ぎ
を
た
て
ま
つ
る
使し

者し
ゃ

を
日に

本ほ
ん

に

送お
く

っ
て
き
た
、
と
聞き

い
た
と
き
、
大お

お

伴と
も
の

咋く
い

は
自じ

分ぶ
ん

の
耳み

み

を

疑う
た
が
っ
た
。
し
か
も
任み

ま

那な

か
ら
の
使し

者し
ゃ

を
伴

と
も
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

新し
ら
ぎ羅
が
任み

ま

那な

を
実じ

っ

効こ
う

支し

配は
い

し
た
の
が
、
４
８
年ね

ん

も
前ま

え

の
こ
と

だ
っ
た
。
以い

来ら
い

、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

は
任み

ま

那な

を
奪だ

っ

回か
い

す
べ
く
、
何な

ん

度ど

も
遠え

ん

征せ
い

軍ぐ
ん

を
派は

遣け
ん

し
、
あ
る
い
は
百く

だ
ら済
を
軍ぐ

ん

事じ

支し

援え
ん

し
て
新し

ら
ぎ羅
を

攻せ

め
て
き
た
。

　

新し
ら
ぎ羅
が
支し

配は
い

す
る
任み

ま

那な

の
使し

者し
ゃ

な
ど
は
、
手て

の
込こ

ん
だ
演え

ん

出し
ゅ
つに
過す

ぎ
な
い
が
、
日に

本ほ
ん

の
要よ

う

求き
ゅ
う

通ど
お

り
任み

ま

那な

を
復ふ

っ

興こ
う

さ
せ
、

そ
の
使し

者し
ゃ

を
伴

と
も
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
形け

い

式し
き

を
と
っ
て
見み

せ
た
の

だ
っ
た
。
隋ず

い

と
対た

い

等と
う

に
渡わ

た

り
合あ

う
日に

本ほ
ん

の
機き

嫌げ
ん

を
と
っ
て
お
こ

う
、
と
い
う
見み

え
透す

い
た
戦せ

ん

術じ
ゅ
つだ
っ
た
。

　

推す
い

古こ

１
８
（
６
１
０
）
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

は
数す

う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

ぶ

り
に
新し

ら
ぎ羅
の
使し

者し
ゃ

を
盛せ

い

大だ
い

に
迎む

か

え
た
。
７
年ね

ん

前ま
え

に
太た

い

子し

が
言い

わ
れ
た
「
新し

ら
ぎ羅
を
討う

つ
に
兵へ

い

を
用も

ち

い
ず
」
と
の
言こ

と

葉ば

が
こ
こ
に

現げ
ん

実じ
つ

の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
咋く

い

は
こ
れ
で
安あ

ん

心し
ん

と
は
と
て
も
思お

も

え
な
か
っ
た
。

隋ず
い

は
高こ

う

句く

麗り

へ
の
侵し

ん

略り
ゃ
くを
あ
き
ら
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
他た

国こ
く

を
属ぞ

っ

国こ
く

と
し
な
け
れ
ば
い
ら
れ
ぬ
侵し

ん

略り
ゃ
く

国こ
っ

家か

で
あ
る
。
日に

本ほ
ん

と
の
友ゆ

う

好こ
う

を
固か

た

め
た
の
を
機き

に
、
ふ
た
た
び
高こ

う

句く

麗り

侵し
ん

略り
ゃ
くに

出で

る
に
違ち

が

い
な
い
。

　

咋く
い

の
心し

ん

配ぱ
い

通ど
お

り
、
６
１
１
（
推す

い

古こ

１
９
）
年ね

ん

に
入は

い

る
と
、

隋ず
い

は
１
１
３
万ま

ん

の
大た

い

軍ぐ
ん

を
持も

っ
て
高こ

う

句く

麗り

に
襲お

そ

い
か
か
っ
た
。

少す
こ

し
前ま

え

の
「
ゲ
ル
マ
ン
民み

ん

族ぞ
く

の
大だ

い

移い

動ど
う

」
が
、
総そ

う

計け
い

５
０
万ま

ん

人に
ん

程て
い

度ど

と
言い

わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
倍ば

い

す
る
軍ぐ

ん

勢ぜ
い

で
あ
る
。

８
．
随ず

い

の
高こ

う

句く

麗り

侵し
ん

略り
ゃ
くと
滅め

つ

亡ぼ
う

５
．
三さ

ん

国ご
く

同ど
う

盟め
い

、
失し

っ

敗ぱ
い

す

し
か
し
、
あ
ま
り
の
大た

い

軍ぐ
ん

の
長

ち
ょ
う

距き
ょ

離り

遠え
ん

征せ
い

に
糧

り
ょ
う

食し
ょ
くが
続つ

づ

か
ず
、

わ
ず
か
数す

う

万ま
ん

の
高こ

う

句く

麗り

軍ぐ
ん

が
果か

敢か
ん

な
抵て

い

抗こ
う

を
し
て
い
る
間あ

い
だに
、

随ず
い

軍ぐ
ん

は
飢き

餓が

に
襲お

そ

わ
れ
、
敗は

い

退た
い

し
た
。

　
こ
の
後あ

と

も
、
隋ず

い

は
二に

度ど

に
渡わ

た
っ
て
高こ

う

句く

麗り

を
攻せ

め
た
が
、
疲ひ

弊へ
い

し
た
国こ

く

内な
い

で
反は

ん

乱ら
ん

や
暴ぼ

う

動ど
う

が
起お

こ
り
、
つ
い
に
６
１
８
（
推す

い

古こ

２
６
）
年ね

ん

に
滅め

つ

亡ぼ
う

し
て
し
ま
う
。

　

そ
の
直

ち
ょ
く

後ご

、
隋ず

い

の
侵し

ん

略り
ゃ
くか
ら
つ
い
に
国く

に

を
守ま

も

り
き
っ
た
高こ

う

句く

麗り

の
嬰え

い

陽よ
う

王お
う

は
、
戦せ

ん

勝し
ょ
うの
喜よ

ろ
こ
び
の
品し

な

々じ
な

を
日に

本ほ
ん

の
朝

ち
ょ
う

廷て
い

に
送お

く
っ

て
き
た
。
そ
の
中な

か

に
は
隋ず

い

軍ぐ
ん

が
運う

ん

搬ぱ
ん

に
使つ

か

っ
た
ラ
ク
ダ
も
あ
っ

た
。
高こ

う

句く

麗り

の
嬰え

い

陽よ
う

王お
う

が
こ
れ
ら
の
品し

な

々じ
な

を
す
ぐ
に
送お

く
っ
て
き

た
の
は
、
当と

う

然ぜ
ん

、
日に

本ほ
ん

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
日に

本ほ
ん

の
圧あ

つ

力り
ょ
くが
な
け
れ
ば
、
新し

ら
ぎ羅
が
背は

い

後ご

で
蠢う

ご
め
き
、
高こ

う

句く

麗り

は
随ず

い

と
の
戦た

た
かい
に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うで
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

大や
ま
と和
朝ち

ょ
う

廷て
い

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

政せ
い

策さ
く

の
根こ

ん

本ぽ
ん

は
、
推す

い

古こ

天て
ん

皇の
う

の
父ち

ち

で
、
任み

ま

那な

滅め
つ

亡ぼ
う

時じ

の
欽き

ん

明め
い

天て
ん

皇の
う

の
遺ゆ

い

言ご
ん

に
あ
っ
た
。
欽き

ん

明め
い

天て
ん

皇の
う

は
、
死し

の
病

び
ょ
う

床し
ょ
うで
皇こ

う

太た
い

子し

（
第だ

い

３
０
代だ

い

敏び

達だ
つ

天て
ん

皇の
う

）
の
手て

を
と
り
、「
汝い

ま
し、
新し

ら
ぎ羅
を
打う

ち
、
任み

ま

那な

を
封ほ

う

建け
ん

す
べ
し
。
ま
た

夫ふ
う

婦ふ

の
よ
う
に
相あ

い

和わ

し
て
、
も
と
の
日ひ

の
ご
と
く
な
ら
ば
、
死し

す
と
も
恨う

ら

む
こ
と
な
し
」
と
語か

た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新し
ら
ぎ羅
を
攻せ

め
、
領

り
ょ
う

土ど

を
奪う

ば

え
と
言い

う
の
で
は
な
い
。
任み

ま

那な

を
再さ

い

興こ
う

し
、
新し

ら
ぎ羅
、
任み

ま

那な

、
百く

だ
ら済
の
三さ

ん

韓か
ん

が
平へ

い

和わ

的て
き

に
鼎て

い

立り
つ

し
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
良よ

い
。
平へ

い

和わ

で
安あ

ん

定て
い

し
た
半は

ん

島と
う

情じ
ょ
う

勢せ
い

こ
そ
が
大た

い

陸り
く

か
ら
の
脅

き
ょ
う

威い

を
防ふ

せ

ぐ
防ぼ

う

壁へ
き

と
な
る
と
い
う
の
が
、

日に

本ほ
ん

の
防ぼ

う

衛え
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くの
根こ

ん

本ぽ
ん

で
あ
っ
た
。

　
「
新し

ら
ぎ羅
を
討う

つ
に
兵へ

い

を
用も

ち

い
ず
」
と
い
う
太た

い

子し

の
戦せ

ん

略り
ゃ
くも
こ

の
一い

っ

環か
ん

で
、
隋ず

い

の
勢せ

い

力り
ょ
くを
引ひ

き
入い

れ
て
半は

ん

島と
う

統と
う

一い
つ
を
目め

指ざ

し
た

新し
ら
ぎ羅
の
野や

望ぼ
う

を
打う

ち
砕く

だ

こ
う
と
い
う
も
の
で
、
新し

ら
ぎ羅
そ
の
も
の

の
打だ

倒と
う

を
目め

指ざ

し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

近き
ん

代だ
い

に
お
い
て
も
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

に
高こ

う

句く

麗り

の
よ
う
に
独ど

く

立り
つ

心し
ん

旺お
う

盛せ
い

で
、
安あ

ん

定て
い

的て
き

な
国こ

っ

家か

が
存そ

ん

在ざ
い

し
て
、
ソ
連れ

ん

や
共

き
ょ
う

産さ
ん

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
防ぼ

う

壁へ
き

と
な
っ
て
く
れ
て
い
た
ら
、
日に

っ

清し
ん

・
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

、
満ま

ん

洲し
ゅ
う

事じ

変へ
ん

と
い
う
歴れ

き

史し

の
流な

が

れ
も
大お

お

き
く
変か

わ
っ
て
い
た
だ
ろ

う
。
そ
し
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
、
日に

本ほ
ん

の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

上じ
ょ
う、

最さ
い

大だ
い

の
脅

き
ょ
う

威い

と
な
っ
て
い
る
現げ

ん

代だ
い

に
お
い
て
も
、
こ
の
根こ

ん

本ぽ
ん

は

変か

わ
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

３
１
１) 

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
大だ

い

戦せ
ん

略
り
ゃ
く

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
隋ず

い

の
皇こ

う

帝て
い

に

あ
て
た
手て

紙が
み

か
ら
、
子こ

供ど
も

た

ち
は
何な

に

感か
ん

じ
取と

っ
た
の
か
？

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
八や

木ぎ

荘そ
う

司じ

『
古こ

代だ
い

か

ら
の
伝で

ん

言ご
ん　

日ひ

出い

づ
る
国く

に

篇へ
ん

』、
角か

ど

川か
わ

書し
ょ

店て
ん

、
Ｈ
１
２
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（５） ２０１８年第５０１０号  ６月 ２日 （土曜日）

EXPOSIÇÃO
MUJI POP UP STORE
Onde: Japan House São Paulo
(Av. Paulista 52, Piso Tér-
reo, Bela Vista)
De 19/06 a 22/07/2018
Horário: Terça a sábado 
das 10h às 22h e Domingos 
e feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações:  www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

TANGO NO SEKKU
 – SIMBOLOS E TRA-
DIÇÕES DO DIA DOS 
MENINOS
Classifi cação: Livre
Onde: Biblioteca da Fun-
dação Japão São Paulo 
(Av. Paulista 52, 3º andar, 
Bela Vista)
Até 30/06/2018
Horário: 3ª a 6ª das 10h30 às 
19h30 e sábados, das 9h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3141-0110

EXPOSIÇÃO ITINERANTE
VARIAÇÃO E AUTONO-
MIA – AS GRAVURAS DE 
ARTISTAS JAPONESES 
CONTEMPORÂNEOS
Classifi cação: Livre
Ingresso: Entrada Gratuita 
em Todos os Estados
【São Paulo】

Onde: Centro Cultural São 
Paulo
(R. Vergueiro 1000, Paraíso) 
De 24/05 a 24/06/2018 
Horário: 3ª a 6ª 10h às 20h 
e Sábados, domingos e fe-
riados 10h às 18h
【Rio de Janeiro】

Onde: Centro Cultural do 
Correio
(R. Visconde de Itaboraí 20, Centro)
De 04/07 a 28/07/2018 
【Curitiba】

Onde: Museu Paranaense 
(R. Kellers 289, Alto São 
Francisco)
De 10/08 a 02/09/2018
【Manaus】

Onde: Palácio da Justiça
 (Av. Eduardo Ribeiro 901, Centro)
De 18/09 a 13/10/2018
【Recife】

Onde: Torre Malakoff 
(Praça Artur Oscar, S/N, 
Recife Antigo)
De 01/11 a 25/11/2018

ARTE ATUAL FESTIVAL   
 – DEMONSTRAÇÃO 
POR ABSURDO
Onde: Instituto Tomie Oh-
take
(R. Coropés 88, Pinheiros)
De 18/05 A 03/06/2018
Horário: de 3ª a domingo 
das 11h às 20h 
Ingresso: Entrada Gratuit
Informações: 11/2245-1900
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

“OSCAR OIWA NO PA-
RAÍSO - DESENHAN-
DO O EFÊMERO”
Onde: Japan House São Paulo
(Av. Paulista 52, Piso Tér-
reo, Bela Vista) 
De 03/04 a 03/06/2018 
Horário: 3ª a sábado das 
10h às 22h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo
Acompanhe a programação 
nas redes sociais: facebook.
com/JapanHouseSP, insta-
gram.com/japanhousesp e 
twitter.com/japanhousesp

IMAGENS DO ALEIJA-
DINHO 
Curador-Adjunto: Rodrigo 
Moura
Onde: MUSEU DE ARTE 
DE SÃO PAULO
– Assis Chateaubriand – MASP
(Av. Paulista 1578, Bela Vista) 
De 10/03 a 03/06/2018 
Horário: 3ª a domingo das 
10h às 18h (bilheteria aber-
ta até 17h30) e 5ª das 10h às 
20h (bilheteria até 19h30) 
Ingresso: R$17,00 e Entra-
da Gratuita às terças-feiras. 
Informações: 11/3149-5959 

ALUCINAÇÕES PARCIAIS 
EXPOSIÇÃO-ESCOLA COM 
OBRAS-PRIMAS MODER-
NAS DO BRASIL E DO CEN-
TRE POMPIDOU 
Onde: Instituto Tomie Oh-
take
(R. Coropés 88, Pinheiros) 
De 06/04 a 10/06/2018 
Horário: de 3ª a domingo 
das 11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/2245-1900 
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/SP
Onde:  Casarão do Chá
(Estrada Do Chá cx 05, 
acesso pela Estrada do Na-
gao, km 3, Cocuera, Mogi 
das Cruzes/SP)
Visitação: Todos os domin-
gos das 9h às 17h
Durante a semana visitas 
monitoradas: Escolas – 
visitação gratuita; Grupos 
Turisticos – R$100,00 até 
30 pessoas. Agendamentos 
11/4792-2164
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/4792-2164 
e www.casaraodocha.org.br

PAVILHÃO JAPONÊS 
– PARQUE DO IBIRAPUERA
Onde: Pavilhão Japonês
(Parque do Ibirapuera – por-
tão 10 - próx. ao Planetário 
e ao Museu Afro Brasil)
Visitação: quarta-feira, sá-
bado, domingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e 
das 13h às 17h

CINEMA
BUNKYO CINEMA
Data:  Primeira quarta-fei-
ra útil do mês, às 13h
 (06/06/2018)
Onde: Pequeno Auditório 
do Bunkyo (Rua São Joa-
quim 381, Liberdade)
Capacidade: 200 lugares
Ingressos: Gratuitos
(ingressos serão distribu-
ídos 30 minutos antes de 
cada sessão, respeitando a 
ordem de chegada)
Informações: 11/3208-1755
e www.bunkyo.org.br

EVENTO 
KARAOKE-DANCE DO 
NIKKEY CULTURAL
Onde: Iwate Kenjin do 
Brasil (Rua Tomas Gonza-
ga 95, Liberdade)
Dias 31/05 e 07, 14, 21 e 
28/06 2018
             (todas as quintas)
Horário: 8h às 16h 
                  (Serve Almoço)
Informações: 11/99857-3845 
                          (com Iritsu)

AOBA MATSURI 
Feira de verduras frescas e 
comidas caseiras. 
Onde: Miyagui Kenjin Kai 
(R. Fagundes 152, Liberdade) 
Dia 02/06/2018 
Horário: 9h às 18h 
Informações: 11/3209-3265

KARAOKÊ-DANCE NI-
KKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade 
cujo objetivo é de pro-
porcionar um ambiente 
familiar onde os freqüen-
tadores cantam suas mú-
sicas preferidas e dançam 
ritmos como o chá chá chá 
, rumba, forro , samba e 
country. Todos os domingos 
Baile com Música ao Vivo. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do Brasil 
(Av. Dr Antonio Maria Laert 
275, 100m do Metro Tucuruvi) 
Dias 02 e 03/06/2018 
Horário: Sábados Karaokê 
Dance das 8h às 16h e Do-
mingos das 8h às 18h e das 
18h às 22h Bailes com mú-
sica ao vivo.
Informações: 11/99857-3845
                          (com Iritsu) 

“A MAGIA ORIENTAL”
Ilusionistas: Mario Kamia, 
Edson Iwassaki, Kevin Iwas-
saki e o mágico japones Youri
Onde: Teatro Arthur Ru-
binstein no Clube Hebraica 
(R. Hungria 1000, Pinheiros)
Dias 02 e 03/06/2018
Horário: Sábado às 15h e 
18h e Domingo às 15h e 18h
Ingresso: R$80,00 (inteira) 
e R$40,00 (meia) compras 
pelo site Iww.amagiaorien-
tal.com.br
Informações: 11/3818-8800

16ª FESTA JUNINA 
COM BOI-NO-ROLETE
Show com os Demônios 
da Garoa
Onde: Sede da Kibô-no-Iê
(Trav. Hideharu Yamazaki, 
s/n da Estrada do Tronco, al-
tura do km 206 da Via Dutra)
Dia 17/06/2018
Horário: 10h às 17h
Convite: R$50,00 (Anteci-
pado) e R$60,00 (No Dia)
Informações: 11/5549-2695

14ª FESTIVAL DO JAPÃO 
DE CAMPINAS/SP
Shows: Karen Ito, Mariko 
Nakahira, Angelaisa Toyota 
e Joe Hirata
Onde: R. Camargo Paes 118, 
Jd Guanabara, Campinas/SP
Dias 09 e 10/06/2018
Horário: 10h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 19/3241-1213
                       19/3241-1719

9ª FESTA JUNINA
  – NO ARRAIAL DO 
IKOI-NO-SONO
Show com Ryu Jackson, 
Dalan & Bueno, Monkey 
e Apresentação dos Alunos
Onde: Rua Jardim de Re-
pouso São Francisco 881, 
Guarulhos/SP
Dia 10/06/2018
Horário: 10h às 16h30
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/2480-1122
Transporte: R$10,00
                        (ida e volta)
Rua da Gloria 326, Liberdade 
- Ida: 2 saídas 9h e 9h30 e 
Volta: 16h20.

K–BAZAR
– SEGUNDA EDIÇÃO
Inscrição de Covers: de 23/04  
                        a 05/06/2018
Onde:  Av. Paulista 287, 
Bela Vista/SP
Dia 10/06/2018
Horário: 13h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita

5ª JUNINA MATSURI
Onde: Sede da ACENSA 
Santo Amaro (Rua Vigá-
rio Taques Bitencourt 211, 
Santo Amaro)
Dia 16/06/2018
Informações: acensa.seinen
@gmail.com

37° FESTA DA IMIGRAÇÃO 
JAPONESA DE SÃO BER-
NARDO DO CAMPO/SP
Onde: Cenforpe (Av. Dom 
Jaime de Barros Câmara 201, 
Planalto, S B do Campo/SP)
Dias 16 e 17/06/2018
Horário: 10h às 21h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/96830-8214

週
末
お
で
か
け
情
報

CURSO 
LITERATURA INFAN-
TOJUVENIL
– UM PERCURSO PELA 
LITERATURA INFAN-
TIL COM ISABEL LOPES 
COELHO E MELL BRI-
TES
Público–Alvo: estudantes, 
profi ssionais da área de 
humanas, professores e in-
teressados em geral
Duração: 3 meses
                 (12 encontros)
Período: 12/03 a 04/06/2018
Horário: segundas–feiras,   
                19h30 – 22h
Vagas: 25
Valor: 3 parcelas R$400,00
Onde: Instituto Tomie Ohtake 
(R. Coropés 88, Pinheiros) 
Informações e Inscrições: 
11/2245-1900 ou www.ins-
titutotomieohtake.org.br

CURSO HISTÓRIA DO 
JAPÃO – 2018
Dia 02/06/2018 – História 
do Japão 4 – Período Edo 
– isolamento do Japão.
Dia 04/08/2018 – História 
do Japão 5 – Período Edo 
fi nal – abertura dos portos.
Dia 01/09/2018 – História 
do Japão 6 – Período Meiji 

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

     E-mail: cris_kisihara@hotmail
        TEL: 11/3340-6060

- modernização.
Dia 06/10/2018 – História do Japão 7 – Pe-
ríodos Taisho e Showa início.
Dia 10/11/2018 – História do Japão 8 – Se-
gunda Guerra e Showa fi nal.
Dia 01/12/2018 – História do Japão 9 – Era 
Heisei até hoje.
Onde: Associação Cultural Mie Kenjin do Brasil
(Av. Lins de Vasconcelos 3352, Vila Mariana)
Horário: 9h às 12 horas. 
Inscrições: R$35,00 + R$3,50 (taxa do 
Sympla) por aula. 
 Inscrições e pagamentos até 03 dias antes da 
data do curso, na secretaria da Associação Mie 
ou pelo site culturajaponesa.com.br.
Informações: 11/5549-6857

CURSOS DA NIKKEY CULTURAL 
Onde: R. Tomas Gonzaga 95, 4 andar, - Liberdade 
Cursos: Karaokê, Idiomas (japones, inglês 
e espanhol), teclado, informatica para a 3ª 
idade e dança de salão. 
Informações: 11/99857-3845  (com Iritsu) 

CURSO DE SOOTAIHO 
Ginastica Relaxante 
Onde: Espaço Rikko-kai
(R. Primeiro de Janeiro 53, Prox. Metro 
Santa Cruz) 
Dia da Semana: 4ª Feira 
Horário: 9h30 às 11h30 
Capacidade: 10 alunos 
                   Profª Setuko Namekata Kobashi 
Informações: 11/3842-3189 e 11/97623-2216 

PALESTRA 
PALESTRAS GRATUITAS DO CIATE 
MAIO/2018 
22/05 – Terça-feira – 14h às 16h
“Qual seria o Investimento Ideal para Mim?”
 (Rodrigo A. Yoshitome – Consultor de In-
vestimentos).
24/05 – Quinta-feira – 14h às 16h
“Cultivando a Autoestima” (Marcos Su-
guiura – Psicólogo).
Onde: CIATE - Centro de Informação e 
Apoio ao Trabalhador Retornado do Exterior
(R. São Joaquim 381, 1º andar, Liberdade) 

pelo site Iww.amagiaorien-
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る
。「
第だ

い

五ご

の
味あ

じ

」
と
賞し

ょ
う

さ
れ

る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
発は

っ

見け
ん

し
た
旨う

ま

み

や
香か

お

り
を
嗜た

し
な

む
香こ

う

道ど
う

な
ど
、

日に

本ほ
ん

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす

る
香か

お

り
や
味あ

じ

の
多た

様よ
う

性せ
い

に
つ
い
て
探た

ん

求き
ゅ
うで

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
本ほ

ん

展て
ん

で
は
、
嗅

き
ゅ
う

覚か
く

の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
上う

え

田だ

麻ま

希き

氏し

が
手て

掛が

け
る
「
嗅

き
ゅ
う

覚か
く

の

た
め
の
迷め

い

路ろ

」
と
い
う
、
嗅

き
ゅ
う

　

動ど
う

画が

共き
ょ
う

有ゆ
う

サ
イ
ト
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
約や

く

２
０
５
万ま

ん

８
２
７
７
人に

ん

（
６
月が

つ

１
日た

ち

現げ
ん

在ざ
い

）
の
登と

う

録ろ
く

者し
ゃ

数す
う

を
誇ほ

こ

る
、
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
、
栗く

り

山や
ま

プ
リ
シ
ラ
さ
ん
（
Ｐ
ｒ
ｉ
ｔ
、
３
４
、
三さ

ん

世せ
い

）
と
ロ
ー
ガ
ン・タ
レ
ス・ジ
ョ
ナ
タ
ン
さ
ん
（
Ｌ

ｏ
ｈｇ
ａ
ｎ
ｎ
、
３
５
、
三さ

ん

世せ
い

）
夫ふ

妻さ
い

が
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

動ど
う

画が

を
作さ

く

成せ
い

公こ
う

開か
い

し
、
視し

聴ち
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

を
ド

ン
ド
ン
増ふ

や
し
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

や
風ふ

う

習し
ゅ
うを

説せ
つ

明め
い

す
る
ポ
語ご

ビ
デ
オ
を
作つ

く
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
発は

っ

信し
ん

す
る
「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

伝で
ん

道ど
う

師し

」
だ
。
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
中な

か

で
も
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

な
人に

ん

気き

を
誇ほ

こ

る
同ど

う

夫ふ

妻さ
い

に
メ
ー
ル
で
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

覚か
く

を
頼た

よ

り
に
桜さ

く
ら

の
香か

お

り
を
見み

つ
け
て
い
く
体た

い

験け
ん

型が
た

の
展て

ん

示じ

も
。
上う

え

田だ

氏し

に
よ
る
講こ

う

演え
ん

会か
い

「
香か

お

り
の
ア
ー
ト
」
は
、
６
日か

午ご

後ご

７
時じ

か
ら
同ど

う

館か
ん

で
行お

こ
な

わ

れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

整せ
い

理り

券け
ん

は
、
開か

い

始し

１
時じ

間か
ん

前ま
え

か
ら
配は

い

布ふ

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

今こ
ん

週し
ゅ
う

日に
ち

曜よ
う

日び

、
今こ

年と
し

で

た
め
、
５
０
位い

の
登と

う

録ろ
く

者し
ゃ

数す
う

が
５
６
０
万ま

ん

人に
ん

の
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
大た

い

国こ
く

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
日に

本ほ
ん

よ
り
下し

た

の
順

じ
ゅ
ん

位い

。
そ
れ
で

も
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
生せ

い

計け
い

を
立た

て
ら
れ
る
数す

う

字じ

だ
。

　

夫ふ

妻さ
い

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
視し

聴
ち
ょ
う

者し
ゃ

の
９
０
％
が
伯は

っ

国こ
く

、
ポ
ル

ト
ガ
ル
か
ら
５
％
、
日に

本ほ
ん

か

ら
も
３
％
。
し
か
も
「
毎ま

い

月つ
き

３
万ま

ん

人に
ん

ず
つ
チ
ャ
ン
ネ
ル
登と

う

録ろ
く

者し
ゃ

が
増ふ

え
て
い
る
」。
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

が
持も

つ
日に

本ほ
ん

の
印い

ん

象
し
ょ
う

に
大お

お

き
な
影え

い

響き
ょ
うを

与あ
た

え
る
二ふ

た

人り

だ
。
実じ

っ

際さ
い

、
人に

ん

気き

が
高た

か

い
た
め
昨さ

く

年ね
ん

１
２
月が

つ

１
５

日に
ち

に
Ｓ
Ｂ
Ｔ
局き

ょ
くの

人に
ん

気き

番ば
ん

組ぐ
み

「T
h

e n
o

ite co
m

 
D

an
ilo G

en
tili

」
に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
た
。

　

Ｐ
ｒ
ｉ
ｔ
さ
ん
は
２
０
０ 

５
年ね

ん

に
訪ほ

う

日に
ち

し
た
当と

う

時じ

、
普ふ

通つ
う

の
デ
カ
セ
ギ
だ
っ
た
。「
ブ

ラ
ジ
ル
の
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うは

少す
く

な
く
、

大だ
い

学が
く

に
も
い
け
な
か
っ
た
。
仕し

事ご
と

は
残ざ

ん

業ぎ
ょ
うが

多お
お

か
っ
た
し
家か

族ぞ
く

と
の
距き

ょ

離り

も
遠と

お

い
け
ど
、

治ち

安あ
ん

の
良よ

い
日に

本ほ
ん

で
頑が

ん

張ば

っ
て

生せ
い

活か
つ

し
た
い
と
思お

も

っ
た
」。
一い

ち

念ね
ん

発ほ
っ

起き

し
て
日に

本ほ
ん

の
専せ

ん

門も
ん

学が
っ

校こ
う

「
長な

が

野の

ビ
ジ
ネ
ス
外が

い

語ご

カ

レ
ッ
ジ
」
の
国こ

く

際さ
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学が

っ

科か

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

た
。

　
ロ
ー
ガ
ン
さ
ん
も
「
家か

族ぞ
く

を
手て

伝つ
だ

う
た
め
に
日に

本ほ
ん

で
働

は
た
ら

こ
う
と
来き

た
」と
の
こ
と
。「
ブ

ラ
ジ
ル
の
家か

族ぞ
く

と
離は

な

れ
て
い
る

の
は
寂さ

び

し
い
。
で
も
教

き
ょ
う

育い
く

や

礼れ
い

儀ぎ

な
ど
日に

本ほ
ん

で
働は

た
ら

く
こ
と

で
学ま

な

べ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
」。

　

埼さ
い

玉た
ま

県け
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うの

同ど
う

夫ふ

妻さ
い

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
友ゆ

う

人じ
ん

や
親し

ん

族ぞ
く

に
現げ

ん

地ち

の
生せ

い

活か
つ

を
見み

せ
た

い
と
考か

ん
が

え
、
１
３
年ね

ん

７
月が

つ

に

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ノ
ッ
ソ
・
デ
・

カ
ー
ダ
・
ジ
ア
」
を
立た

ち
上あ

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）

の
「
５
月が

つ

度ど

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

会か
い

議ぎ

」
が
先せ

ん

月げ
つ

２
４
日か

、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

ビ
ル
内な

い

の
県け

ん

連れ
ん

会か
い

議ぎ

室し
つ

で
行お

こ

な
わ
れ
た
。
２
カ
月げ

つ

後ご

に
迫せ

ま

る
『
第だ

い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
』

内な
い

で
行お

こ
な

わ
れ
る
ギ
ネ
ス
記き

録ろ
く

、
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

の
時じ

間か
ん

変へ
ん

更こ
う

な
ど
に
つ
い
て

報ほ
う

告こ
く

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

７
月が

つ

２
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
正

し
ょ
う

午ご

ま
で
と
さ
れ
て

い
た
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

は
正

し
ょ
う

午ご

か
ら
午ご

後ご

１
時じ

ま
で
、
芸げ

い

能の
う

シ
ョ
ー
は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か

ら
正

し
ょ
う

午ご

ま
で
に
変へ

ん

更こ
う

と
な
っ

げ
て
動ど

う

画が

投と
う

稿こ
う

を
始は

じ

め
た
。

以い

来ら
い

、
日に

本ほ
ん

の
食

し
ょ
く

品ひ
ん

や
製せ

い

品ひ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
シ
リ
ー
ズ
が
人に

ん

気き

を
呼よ

ん
で
い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

ビ
デ

オ
（w

w
w

.y
o

u
tu

b
e.

com
/w

atch
?v=n

P
w

 
t0

iP
dV

aU

）
は
、
在ざ

い

リ
オ

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

か
ら
委い

託た
く

さ
れ
て
製せ

い

作さ
く

。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

た
。
前ぜ

ん

日じ
つ

夜よ
る

に
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

マ

リ
ン
ガ
市し

で
行お

こ
な

わ
れ
る
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
眞ま

子こ

さ
ま
が
ご
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
る
た
め
、
そ
の
移い

動ど
う

時じ

間か
ん

を
考こ

う

慮り
ょ

し
た
。

　

ま
た
、
式し

き

典て
ん

に
は
１
６
県け

ん

の
知ち

事じ

や
議ぎ

長ち
ょ
うな

ど
が
参さ

ん

加か

す
る
こ
と
が
発は

っ

表ぴ
ょ
う

さ
れ
た
。

山や
ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは

「
日に

本ほ
ん

か
ら
来ら

い

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）

が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
『
第だ

い

２
１

回か
い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
』
の
目め

玉だ
ま

企き

画か
く

の
一ひ

と

つ
、
ギ
ネ
ス
記き

録ろ
く

の
企き

画か
く

を
進す

す

め
る
ギ
ネ
ス
チ
ー
ム
が

先せ
ん

月げ
つ

２
１
日に

ち

に
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

を

行お
こ
ない

、
参さ

ん

加か

す
る
県け

ん

人じ
ん

会か
い

や

団だ
ん

体た
い

に
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
た
。

ギネスチームの皆
みな

さん

　

ギ
ネ
ス
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

は
７
月が

つ

２
１

日に
ち

に
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
会か

い

場じ
ょ
う２

階か
い

で

行お
こ
なわ

れ
、
午ご

前ぜ
ん

７
時じ

か
ら
正

し
ょ
う

午ご

ま
で
の
間あ

い
だ

に
、
準

じ
ゅ
ん

備び

か
ら

審し
ん

査さ

、
結け

っ

果か

発は
っ

表ぴ
ょ
うが

行お
こ
な

わ
れ

る
。
４
７
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
６
団だ

ん

体た
い

の
参さ

ん

加か

が
決け

っ

定て
い

し
て
お
り
、

現げ
ん

在ざ
い

ま
で
に
提て

い

出し
ゅ
つさ

れ
た
料

り
ょ
う

理り

は
５
４
９
食し

ょ
く

だ
。

　

審し
ん

査さ

員い
ん

と
な
る
ギ
ネ
ス
社し

ゃ

員い
ん

１
人り

、
４
人に

ん

の
日に

本ほ
ん

料
り
ょ
う

理り

家か

の
た
め
に
、
品し

な

被か
ぶ

り
の

チ
ェッ
ク
を
終お

え
た
料

り
ょ
う

理り

を
登と

う

録ろ
く

し
た
「
ロ
グ
ブ
ッ
ク
」
も
作さ

く

成せ
い

中ち
ゅ
う。

審し
ん

査さ

後ご

す
ぐ
に
結け

っ

果か

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
、
午ご

後ご

７
時じ

に

記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

、
参さ

ん

加か

団だ
ん

体た
い

全す
べ

て

に
賞

し
ょ
う

状じ
ょ
うが

授じ
ゅ

与よ

さ
れ
る
。

　

費ひ

用よ
う

約や
く

１
０
万ま

ん

レ
と
な
る
同ど

う

事じ

業ぎ
ょ
うに

、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
実じ

っ

行こ
う

　
【
共

き
ょ
う

同ど
う

】
河こ

う

野の

太た

郎ろ
う

外が
い

相
し
ょ
う

は
１
日た

ち

の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
、
海か

い

外が
い

在ざ
い

住じ
ゅ
う

の
有ゆ

う

権け
ん

者し
ゃ

が
在ざ

い

外が
い

投と
う

票ひ
ょ
うす

る
際さ

い

に
必ひ

つ

要よ
う

な
在ざ

い

外が
い

選せ
ん

挙き
ょ

人に
ん

名め
い

簿ぼ

へ
の
登と

う

録ろ
く

手て

続つ
づ

き
を
簡か

ん

素そ

化か

す
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

た
。
同ど

う

日じ
つ

か
ら
国こ

く

外が
い

転て
ん

出し
ゅ
つ

前ま
え

に
市し

区く

町ち
ょ
う

村そ
ん

の
窓ま

ど

口ぐ
ち

で
申し

ん

請せ
い

が
可か

能の
う

に
な
っ
た
。

　

外が
い

務む

省し
ょ
うに

よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
は
国こ

く

外が
い

転て
ん

出し
ゅ
つ

後ご

に
現げ

ん

地ち

の
大た

い

使し

館か
ん

や
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

な
ど

を
直

ち
ょ
く

接せ
つ

訪ほ
う

問も
ん

し
て
書し

ょ

類る
い

を
提て

い

出し
ゅ
つし

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上う

え

、

登と
う

録ろ
く

完か
ん

了り
ょ
うま

で
に
数す

う

カ
月げ

つ

か

か
っ
て
い
た
。

　

今こ
ん

後ご

は
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
転て

ん

出
し
ゅ
つ

届と
ど
けを

提て
い

出し
ゅ
つ

す
る
際さ

い

に
合あ

わ
せ

て
申し

ん

請せ
い

す
れ
ば
現げ

ん

地ち

で
の
手て

続つ
づ

き
は
不ふ

要よ
う

に
な
り
、
登と

う

録ろ
く

ま
で
の
期き

間か
ん

も
短た

ん

縮し
ゅ
くさ

れ
る
。

河こ
う

野の

氏し

は
「
在ざ

い

外が
い

投と
う

票ひ
ょ
うの

投と
う

票ひ
ょ
う

率り
つ

は
低ひ

く

い
。
手て

続つ
づ

き
の
簡か

ん

素そ

化か

で
投と

う

票ひ
ょ
う

す
る
人ひ

と

が
増ふ

え

る
こ
と
を
期き

待た
い

し
た
い
」
と

指し

摘て
き

。
同ど

う

時じ

に
「
来ら

い

年ね
ん

の
参さ

ん

院い
ん

選せ
ん

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投と

う

票ひ
ょ
うが

で
き
る
よ
う
に
努ど

力り
ょ
くを

続つ
づ

け
る
」
と
述の

べ
た
。

２
２
回か

い

目め

と
な
る
ゲ
イ
パ

レ
ー
ド
が
聖せ

い

市し

の
パ
ウ
リ

ス
タ
大お

お

通ど
お

り
で
開か

い

催さ
い

さ
れ

る
。
主し

ゅ

催さ
い

者し
ゃ

に
よ
る
と
昨さ

く

年ね
ん

３
０
０
万ま

ん

人に
ん

近こ
ん

く
が
集あ

つ

ま
っ

た
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

級き
ゅ
うの

ゲ
イ
イ
ベ

ン
ト
だ
。
今こ

年と
し

の
テ
ー
マ
は

「
選せ

ん

挙き
ょ

」
で
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
＋
の
力ち

か
ら

、

私わ
た
した

ち
の
投と

う

票ひ
ょ
う、

私わ
た
し

た
ち
の

声こ
え

」。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
＋
は

「
レ
ズ
ビ
ア
ン
」「
ゲ
イ
」「
バ

イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
」「
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
イ
ン
タ
ー

セ
ッ
ク
ス
」
そ
の
他ほ

か

、
性せ

い

的て
き

少し
ょ
う

数す
う

者し
ゃ

を
意い

味み

す
る
。
ス
リ

な
ど
の
犯は

ん

罪ざ
い

被ひ

害が
い

が
多お

お

い
こ

と
も
予よ

想そ
う

さ
れ
る
の
で
、
も

し
も
出で

か
け
る
際さ

い

は
ご
注

ち
ゅ
う

意い

を
。

移い

民み
ん

110
周し

ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

動ど
う

画が

製せ
い

作さ
く

大だ
い

人に
ん

気き

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
夫ふ

妻さ
い

伯は
く

さ
れ
る
方か

た

に
は
、
式し

き

典て
ん

が

よ
く
見み

え
る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
席せ

き

を
用よ

う

意い

し
た
い
の
で
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

長
ち
ょ
う

は
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

を
早は

や

め

に
県け

ん

連れ
ん

に
連れ

ん

絡ら
く

す
る
よ
う

に
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

ギ
ネ
ス
記き

録ろ
く

に
は
、
４
７

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

と
６
団だ

ん

体た
い

が
参さ

ん

加か

す
る
。
ま
た
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
実じ

っ

行こ
う

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

で
４
日か

か
ら

日に
っ

系け
い

現げ
ん

代だ
い

美び

術じ
ゅ
つ

作さ
っ

家か

展て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの

市い
ち

川か
わ

利と
し

雄お

さ
ん
は

「
聖せ

い

市し

内な
い

の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

料り
ょ
う

理り

店て
ん

１
０
店て

ん

程て
い

度ど

に
も
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

し
て

も
ら
い
、
聖せ

い

市し

の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くが

認み
と

め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に

も
し
た
い
」
と
提て

い

案あ
ん

し
た
。

　

郷
き
ょ
う

土ど

食し
ょ
く

コ
ー
ナ
ー
の
参さ

ん

加か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

数す
う

は
４
６
。
今こ

年と
し

は
同ど

う

コ
ー
ナ
ー
の
面め

ん

積せ
き

を
昨さ

く

年ね
ん

よ
り
２
８
％
広ひ

ろ

げ
、

４
万ま

ん

８
千せ

ん

平へ
い

米べ
い

と
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

委い

員い
ん

会か
い

が
豚と

ん

骨こ
つ

ラ
ー
メ
ン
を

出し
ゅ
っ

品ぴ
ん

す
る
ほ
か
、
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

料
り
ょ
う

理り

の
種し

ゅ

類る
い

が
増ふ

え
た
県け

ん

人じ
ん

会か
い

も
。

　

そ
の
ほ
か
、
菊き

く

池ち

義よ
し

治は
る

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うか

ら
は
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

券け
ん

購こ
う

入に
ゅ
う

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く、

６
月が

つ

１
７
日に

ち

に
執と

り
行お

こ
な

わ
れ

る
開か

い

拓た
く

先せ
ん

亡も
う

者じ
ゃ

追つ
い

悼と
う

法ほ
う

要よ
う

へ

の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

が
呼よ

び
か
け
ら
れ

た
。
ま
た
、
印い

ん

刷さ
つ

会が
い

社し
ゃ

の
グ

ラ
フ
ィ
カ
・
パ
ウ
ロ
ス
の
島し

ま

袋ぶ
く

レ
ダ
共

き
ょ
う

同ど
う

経け
い

営え
い

者し
ゃ

か
ら
同ど

う

法ほ
う

要よ
う

に
向む

け
、
船せ

ん

上じ
ょ
うで

亡な

く

な
っ
た
戦せ

ん

前ぜ
ん

移い

民み
ん

の
記き

録ろ
く

を

残の
こ

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
発は

っ

表ぴ
ょ
うが

あ
っ
た
。

　

４
月が

つ

度ど

会か
い

計け
い

は
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

の
出

し
ゅ
っ

展て
ん

者し
ゃ

、
ス
ポ
ン
サ
ー

か
ら
入

に
ゅ
う

金き
ん

が
あ
り
、
収

し
ゅ
う

入
に
ゅ
う

５
２
万ま

ん

１
１
４
３
・
０
６
レ
、

支し

出し
ゅ
つ

が
１
７
万ま

ん

５
７
２
１
・ 　

文ぶ
ん

協き
ょ
う

美び

術じ
ゅ
つ

委い

員い
ん

会か
い

（
金か

ね

子こ

謙け
ん

一い
ち

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）

が
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

展て
ん

と
し

て
、
２
～
４
世せ

い

の
若わ

か

手て

作さ
っ

家か

の
作さ

く

品ひ
ん

を
集あ

つ

め
た
『
日に

っ

系け
い

現げ
ん

代だ
い

美び

術じ
ゅ
つ

作さ
っ

家か

展て
ん

』
を
６
月が

つ

４
～
１
３
日に

ち

の
間あ

い
だ

、
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
多た

目も
く

的て
き

ホ
ー
ル

（A
v. P

au
lista, 8

5
4

, 
3

º andar

）で
開か

い

催さ
い

す
る
。

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
午ご

後ご

５
時じ

ま
で
、
土ど

日に
ち

休き
ゅ
う

館か
ん

。

　

間ま

部べ

ダ
ン
さ
ん
、
吉よ

し

沢ざ
わ

太
ふ
と
し

さ
ん
な
ど
若わ

か

手て

作さ
っ

家か

１
９
人に

ん

の
ほ
か
、
豊と

よ

田た

豊ゆ
た
かさ

ん
、
若わ

か

林ば
や
し

一か
ず
お男

さ
ん
な
ど
戦せ

ん

後ご

移い

民み
ん

の
作さ

っ

家か

も
。
４
日か

午ご

後ご

５
時じ

か
ら
は
展て

ん

示じ

場じ
ょ
う

内な
い

で
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

も
行お

こ
な

わ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た

豊と
よ

田た

さ
ん
、
酒さ

か

井い

町ま
ち

子こ

副ふ
く

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、

安あ
ん

楽ら
く

香か

織お
り

助じ
ょ

手し
ゅ

は
「
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

に
若わ

か

い
作さ

っ

家か

の
参さ

ん

加か

で
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

の
展て

ん

覧ら
ん

会か
い

を
良よ

い
も
の
に
し

た
い
。
今こ

ん

回か
い

の
展て

ん

覧ら
ん

会か
い

で
若わ

か

い
日に

っ

系け
い

現げ
ん

代だ
い

美び

術じ
ゅ
つグ

ル
ー
プ

の
全ぜ

ん

容よ
う

を
知し

っ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
語か

た

り
、
来ら

い

場じ
ょ
うを

呼よ

び

か
け
た
。

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
うだ

が
、
入

に
ゅ
う

館か
ん

の

際さ
い

に
身み

分ぶ
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

が
必ひ

つ

要よ
う

と

な
る
。
ま
た
、
１
３
日に

ち

の
み

午ご

後ご

３
時じ

ま
で
開か

い

場じ
ょ
う。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん（

１ 

１
・
３
２
５
４
・
０
１
０
０
）

ま
で
。

デカセギから日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

伝
でん

道
どう

師
し

に
（７） ２０１８年第５０１０号 	 ６月	 ２日	（土曜日）

４
７
県け

ん

人じ
ん

会か
い

で
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

目め

指ざ

す

「
祖そ

先せ
ん

へ
感か

ん

謝し
ゃ

、
未み

来ら
い

に
記き

録ろ
く

」

ギネス挑
ちょう

戦
せん

ギ
ネ
ス
挑ち

ょ
う

戦せ
ん

で
初は

つ

の
全ぜ

ん

県け
ん

参さ
ん

加か

！

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

は
正し

ょ
う

午ご

に
時じ

間か
ん

変へ
ん

更こ
う

県
けん

連
れん

代
だい

表
ひょう

者
しゃ

会
かい

議
ぎ

ローガン夫
ふ

妻
さい

の１１０周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

動
どう

画
が

（「Japao Nosso De 
Cada Dia」より）

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
安あ

ん

楽ら
く

助じ
ょ

手し
ゅ

、
酒さ

か

井い

美び

術じ
ゅ
つ

副ふ
く

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
豊と

よ

田た

さ
ん

コ
ロ
ニ
ア

か
る
た
会か

い
３
日か

　

コ
ロ
ニ
ア
か
る
た
会か

い

（
橋は

し

浦う
ら

行ゆ
き

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
が
、「
定て

い

例れ
い

会か
い

」
を
６
月が

つ

３
日か

午ご

後ご

１
時じ

か
ら
、
鳥と

っ

取と
り

交こ
う

流り
ゅ
うセ

ン
タ
ー

（R
u

a D
on

a C
esaria 

F
a

g
u

n
d

e
s

, 3
2

3
, 

Saude

）
で
行お

こ
な

う
。

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、

２
１
人に

ん

の
ギ
ネ
ス

チ
ー
ム
の
一い

ち

員い
ん

で
あ
る
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

さ
ん
は
「
全ぜ

ん

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が

集あ
つ

ま
る
の
は
初は

じ

め
て
。
将

し
ょ
う

来ら
い

に
残の

こ

る
記き

録ろ
く

を
作つ

く

り
た
い
」

と
意い

気き

込ご

む
。

　

チ
ー
ム
の
一ひ

と

人り

、
市い

ち

川か
わ

幸ゆ
き

雄お

エ
ウ
シ
オ
さ
ん
は
「
ギ
ネ
ス

事じ

業ぎ
ょ
うは

伯は
っ

国こ
く

の
地ち

に
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
根ね

付づ

か
せ
た
先せ

ん

祖ぞ

へ
の

感か
ん

謝し
ゃ

と
と
も
に
、
未み

来ら
い

に
繋つ

な

ぐ
記き

録ろ
く

で
も
あ
る
。
た
だ
で

さ
え
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
忙い

そ
が

し
い
中な

か

、

全ぜ
ん

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
参さ

ん

加か

し
て
く
れ

た
こ
と
に
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
い
」
と

し
て
、
チ
ー
ム
を
代だ

い

表ひ
ょ
うし

参さ
ん

加か

団だ
ん

体た
い

に
謝し

ゃ

意い

を
示し

め

し
た
。

在ざ
い

外が
い

投と
う

票ひ
ょ
う

手て

続つ
づ

き
を
簡か

ん

素そ

化か

外が
い

務む

省し
ょ
う

９
６
レ
と
な
っ
た
。

の
歴れ

き

史し

と
デ
カ
セ
ギ
の
体た

い

験け
ん

を
重か

さ

ね
合あ

わ
せ
な
が
ら
楽た

の

し

く
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
１
５
分ぷ

ん

ほ
ど
の

映え
い

像ぞ
う

だ
。
３
月が

つ

２
９
日に

ち

に
公こ

う

開か
い

し
て
以い

来ら
い

、
す
で
に
再さ

い

生せ
い

回か
い

数す
う

は
８
万ま

ん

２
３
７
０
回か

い

を

数か
ぞ

え
、
１
万ま

ん

４
千せ

ん

人に
ん

が
「
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

」
ボ
タ
ン
を
押お

し
て

い
る
。

　

夫ふ

妻さ
い

は
「
も
っ
と
日に

本ほ
ん

に
つ
い
て
世せ

界か
い

に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
い
。

商し
ょ
う

品ひ
ん

や
食た

べ
物も

の

だ
け
で
な

く
、
文ぶ

ん

化か

、
観か

ん

光こ
う

ス
ポ
ッ
ト

や
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
考か

ん
が

え
方か

た

も
皆み

な

に

知し

ら
せ
た
い
」
と
の
抱ほ

う

負ふ

を

抱だ

く
。
人に

ん

気き

の
秘ひ

密み
つ

を
聞き

く

と
「
視し

聴ち
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

や
チ
ャ
ン
ネ

ル
登と

う

録ろ
く

者し
ゃ

数す
う

の
工く

夫ふ
う

は
な
い
。

と
に
か
く
良よ

い
動ど

う

画が

を
作つ

く

る

こ
と
」
と
の
こ
と
。

　

夫ふ

妻さ
い

は
「
今こ

ん

回か
い

の
ビ
デ
オ

撮さ
つ

影え
い

を
通と

お

し
、
祖そ

父ふ

母ぼ

の
こ

と
を
考か

ん
が

え
る
機き

会か
い

に
な
っ
た
」

と
ふ
り
返か

え

っ
た
。「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
な
い
時じ

代だ
い

に
他た

国こ
く

に
行い

っ
て
新し

ん

生せ
い

活か
つ

を
始は

じ

め
よ

う
と
し
た
人ひ

と

達た
ち

は
す
ご
い
！　

私わ
た
し

達た
ち

も
も
っ
と
頑が

ん

張ば

ら
な
き

ゃ
」
と
ル
ー
ツ
に
思お

も

い
を
馳は

せ

た
。

　

登と
う

録ろ
く

者し
ゃ

数す
う

「
約や

く

２
０
５
万ま

ん 

８
２
７
７
人に

ん

」
が
ど
れ
ぐ
ら

い
す
ご
い
か
と
い
え
ば
、
日に

本ほ
ん

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
で
あ
れ

ば
２
３
位い

に
入は

い

る
多お

お

さ
だ
。

日に

本ほ
ん

で
は
非ひ

常じ
ょ
うに

人に
ん

気き

が
高た

か

い
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うで

、
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

が
将

し
ょ
う

来ら
い

な
り
た
い
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うア

ン
ケ
ー
ト

で
堂ど

う

々ど
う

の
６
位い

（
日に

本ほ
ん

Ｆ
Ｐ

協き
ょ
う

会か
い

）
に
入は

い

る
。

　

同ど
う

夫ふ

妻さ
い

は
ブ
ラ
ジ
ル
の
同ど

う

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登と

う

録ろ
く

し
て
い
る

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
（
平ひ

ら

田た

ア
ン
ジ
ェ
ラ
館か

ん

長ち
ょ
う

）
は
、
企き

画か
く

展て
ん

『A
rom

a&
Flavor

（
香か

お
り

と
味あ

じ

）』
を
６
月が

つ

５
日か

か

ら
９
月が

つ

３
０
日に

ち

ま
で
開か

い

催さ
い

す
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Coreia do Norte (01/06/2018)

O secretário de Estado do 
governo americano, Mike 
Pompeo, declarou que suas 
negociações com o asses-
sor do líder norte-coreano 
conseguiram um “progresso 
real” na fixação de condi-
ções necessárias para a rea-
lização da cúpula bilateral.
Na semana passada, o pre-
sidente americano Donald 
Trump, anunciara sua de-
cisão de cancelar a reunião 
de cúpula com o líder nor-

te-coreano Kim Jong Un. O 
encontro fora programado 
inicialmente para o dia 12 
de junho em Cingapura.
Mike Pompeo realizou uma 
coletiva para a imprensa, em 
Nova York, na quinta-fei-
ra, depois de terminar dois 
dias de negociações com o 
vice-presidente do partido 
governista norte-coreano, o 
Partido dos Trabalhadores, 
Kim Yong Chol, no início 
do dia.

Kim Yong Chol é o primeiro 
membro da liderança norte-
coreana a visitar os Estados 
Unidos em 18 anos.
Pompeo disse estar “confian-
te” de que os dois países es-
tão se movendo rumo a uma 
“direção correta”.
Pompeo mencionou que os 
dois lados discutiram o que 
os Estados Unidos esperam 
no tocante à desnucleariza-
ção da Coreia do Norte e às 
compensações que Pyon-

O governo do presidente 
americano, Donald Trump, 
impôs sanções a três entida-
des com sede no Irã e a seis 
indivíduos, com o argumen-
to de que estão envolvidos 
em violações de direitos hu-
manos cometidas pelo go-

O premiê japonês, Shinzo 
Abe, e o presidente do Viet-
nã, Tran Dai Quang, com-
partilharam suas preocupa-
ções com as atividades da 
China na região do Mar da 
China Meridional.
Em reunião realizada em 
Tóquio, na quinta-feira, os 
2 líderes concordaram com 

Os ministros da Defesa do 
Japão e dos Estados Unidos 
concordaram em manter 
pressão sobre a Coreia do 
Norte visando fazer com 
que esta abandone comple-
tamente suas armas de des-
truição em massa e mísseis 
balísticos.
Na terça-feira, o ministro 
da Defesa do Japão, Itsuno-
ri Onodera, se reuniu com 
o secretário de Defesa dos 
Estados Unidos, Jim Mattis, 

gyang poderá receber em 
troca dessa atitude. Ele ma-
nifestou esperança de que 
a Coreia do Norte venha a 
concordar com os compro-
missos expostos pelos Esta-
dos Unidos.
Disse ainda que Kim Yong 
Chol tenciona visitar Wa-
shington na sexta-feira para 
entregar uma carta do líder 
de seu país dirigida ao presi-
dente Trump.

Irã (31/05/2018)

Diplomacia (01/06/2018)

Coreia do Norte (30/05/2018)

Estados Unidos impõem novas sanções ao Irã

Japão e Vietnã compartilham preocupações no 
tocante ao Mar da China Meridional

Japão e EUA concordam em manter 
pressão sobre Coreia do Norte

verno iraniano.
O Departamento do Tesouro 
dos Estados Unidos anun-
ciou quarta-feira as novas 
sanções. Entre os alvos está 
o presídio Evin, que, se-
gundo o governo america-
no, submete prisioneiros a 

a importância de desmili-
tarização do mar através de 
esforços diplomáticos, de 
forma a tornar esta região 
uma área pacífica e estável.
Abe ressaltou a importância 
de tornar a região Indo-Pa-
cífico uma propriedade in-
ternacional onde prevaleça a 
paz e prosperidade.

no Havaí, em antecipação à 
possível realização da cúpu-
la entre Washington e Pyon-
gyang.
O encontro ocorreu na base 
do Comando do Pacífico dos 
Estados Unidos e teve cerca 
de uma hora de duração.
Onodera disse a Mattis que 
a cúpula entre Washington e 
Pyongyang deveria servir de 
oportunidade para promo-
ver avanços na resolução de 
questões envolvendo o de-

táticas brutais, incluindo o 
emprego de choques elétri-
cos. Também é citada uma 
autoridade do governo do 
Irã responsável por censura.
Em nota, o secretário do Te-
souro dos Estados Unidos, 
Steven Mnuchin, critica o 

Ele manifestou a esperança 
de que o Japão e o Vietnã 
aprofundem seus laços na 
área de segurança marítima.
Abe e Quang concordaram 
que as resoluções de sanções 
do Conselho de Segurança 
da ONU sobre a Coreia do 
Norte devam ser implemen-
tadas totalmente. Eles tam-

senvolvimento nuclear e de 
mísseis da Coreia do Norte, 
como também os sequestros 
de cidadãos japoneses por 
espiões norte-coreanos.
Ambos concordaram quan-
to a necessidade de fazer 
com que a Coreia do Nor-
te abandone suas armas de 
destruição em massa e todos 
os tipos de mísseis balísti-
cos, não somente os inter-
continentais mas também os 
de menor alcance. Mísseis 

O líder da Coreia do Nor-
te, Kim Jong Un, teria dito 
que espera que sejam usa-
das medidas em etapas para 
resolver as questões sobre 
a relação com os Estados 
Unidos e a desnucleariza-
ção da Península Coreana.
O jornal do governista Par-
tido dos Trabalhadores, Ro-
dong Sinmun, divulgou na 

sexta-feira que Kim fez este 
comentário durante uma 
reunião no dia anterior com 
o chanceler russo, Sergei 
Lavrov, que está visitando a 
Coreia do Norte.
O jornal mencionou o en-
contro na primeira página, 
com fotos, mostrando as 
duas autoridades apertando 
as mãos e conversando.

Segundo o artigo, Kim disse 
a Lavrov que o comprome-
timento do país em relação 
à desnuclearização da Pe-
nínsula Coreana continua o 
mesmo.
Lavrov teria respondido que 
a Rússia apoia integralmen-
te a posição norte-coreana 
sobre a possível reunião 
de cúpula com os Estados 

Líder norte-coreano quer efetuar 
desnuclearização em etapas

Coreia do Norte (01/06/2018)

Unidos e sua determinação 
quanto à desnuclearização 
da Península Coreana.
Eles concordaram em orga-
nizar uma cúpula entre o lí-
der norte-coreano e o presi-
dente russo, Vladimir Putin, 
neste ano que marca o 70º 
aniversário dos laços diplo-
máticos entre os dois países.

O governo japonês deci-
diu criar uma nova catego-
ria de visto que vai permitir 
a estrangeiros com certas 
habilidades trabalharem no 
Japão por até cinco anos. 
Estagiários técnicos pode-
rão estender sua permanên-
cia por até mais cinco anos.
Autoridades do governo ja-
ponês estão preparando um 
novo programa de ação para 
a reforma econômica e fis-
cal que deve ser aprovada 
pelo Gabinete no próximo 
mês.
Segundo os responsáveis 
pelo plano, os interessados 
no novo visto vão precisar 
passar em um exame para 
comprovar conhecimentos, 
habilidades e proficiência 
na língua japonesa.
Ainda assim, aqueles que 
concluíram o programa de 
treinamento técnico apoia-

Trabalhadores estrangeiros  (30/05/2018)

Japão vai aumentar 
permanência de 
estagiários estrangeiros

do pelo governo não pre-
cisarão fazer o teste.
Pelas regras atuais, es-
tagiários estrangeiros 
podem ficar no máximo 
cinco anos no Japão.
O novo visto vai permitir 
que eles permaneçam no 
país por um total de até 
dez anos. Contudo, eles 
precisarão voltar ao seu 
país de origem após o 
término do programa de 
treinamento técnico.
De acordo com o gover-
no, a nova norma não 
permitirá, a princípio, 
que portadores do novo 
visto possam trazer fa-
miliares para o Japão. 
Entretanto, exceções se-
rão consideradas caso os 
interessados comprovem 
possuir habilidades pro-
fissionais avançadas.

Irã. Afirma que o país do 
Oriente Médio não apenas 
exporta terrorismo e insta-
bilidade para várias partes 
do mundo, como ainda viola 
rotineiramente direitos da 
população iraniana.

bém concordaram que seus 
países vão cooperar na reso-
lução da questão de seques-
tros de cidadãos japoneses 
pela Coreia do Norte.
Abe prometeu que o Japão 
vai prover cerca de 140 mi-
lhões de dólares, em em-
préstimos na moeda japone-
sa, o iene, para treinamento 
de trabalhadores no Vietnã.

balísticos intercontinentais 
norte-coreanos seriam capa-
zes de atingir a porção con-
tinental dos Estados Unidos, 
ao passo que os de menor 
alcance podem chegar até o 
Japão.
Itsunori Onodera e Jim Mat-
tis também concordaram 
que é vital fazer com que 
Pyongyang mude suas po-
líticas através da manuten-
ção da pressão, como, por 
exemplo, a cooperação na 
vigilância rígida contra o 
contrabando de produtos em 
alto-mar por embarcações 
norte-coreanas.
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